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大阪府東大阪市 。人尾市を中心とした河内平野南半部には奈良・平安時代の遺跡が点在する。

瓜生堂遺跡には建物群、萱振遺跡には建物群や瓦の出上がある。そして、東側を京から南河内ヘ

と南北に貫く河内街道と楠根川沿いには若江寺や西郡廃寺、巨摩廃寺といった寺院が並んでいた。

こうした歴史環境の中、平成11年度に東大阪市新上小阪の低湿地においても、古代集落が存在

することを確認した。府営住宅の建替え第1期工事に伴った平成13年度の調査ではその奈良・平

安時代の屋敷地の具体的な姿がより明らかになった。その後、住宅本体建設に伴った南北の地下

雨水貯留槽が設置されることになり、平成15年度に発掘調査したのが本報告分である。

その結果、掘立柱建物群は大きく3期に分けることができることから、屋敷地の変遷が追える

とともに、その周囲の西 。南・北に区画があることが半U明 した。

現在、第 2期工事に伴う発掘調査が財団法人 大阪府文化財センターによって実施されており、

その東側の様相も明らかになりつつある。低湿地の微高地を中心に居を構え、周囲に耕作地が展

開するという構造は、河内平野開発の一端を垣間見る一つのモデルとなるものである。また、こ

の時期に限らず、弥生時代以降の平野灌漑の歴史背景を考える上でも重要な意味をもつ遺跡であ

る。今後、調査が周辺域に広がることでより鮮明な具体像を描くことができるよう期待したい。

調査にあたっては、地元東大阪市教育委員会や財団法人 大阪府文化財センター、大阪府建築

都市部、地元自治会各位をはじめとする多くの関係者の方々にご協力いただいた。深く感謝する

とともに、今後ともこの遺跡における文化財保護行政にご理解、ご協力と上記のような歴史的環

境を地域に生かすことで保護・保全・活用に向かうようお願いする次第である。

平成18年 3月

大阪府教育委員会文化財保護課長

丹上 務

めは
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例

1.本書は、大阪府教育委員会が、大阪府建築都市部の依頼を受け、府営住宅 (建替)建設工事

に伴い、平成15年度に実施した東大阪市新上小阪所在の新上小阪遺跡の発掘調査報告書であ

る。調査番号は03022で ある。

2.調査は、文化財保護課 調査第一グループ 総括主査 岩崎二郎、主査 一瀬和夫が担当し

た。

3.調査に要した経費は、大阪府建築都市部が負担した。

4.調査の実施にあたっては、東大阪市教育委員会、大阪府建築都市部をはじめとする諸機関、

関係諸氏の協力を得た。

5。 本書の編集は、一瀬が担当し、執筆は調査担当者の他、参加者が分担した。

6。 本書に使用した写真測量については、和歌山航測株式会社に委託した。

7.本報告は、300部 を作成し、一部あたりの単価は1,848円 である。

口
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第 1章 調査に至る経過

本調査区は東大阪市新上小阪の府営東大阪新上小阪住宅内にあ り、建替えに伴って平成11年度

に佐久間貴士を担当とし、試掘調査を実施した (調査番号99022)(注 1)。

第 1期工事用地の東側中央を5× 5mの調査区を設けて調査を行い、古墳時代から鎌倉時代に

かけての瓦器・土師器・黒色土器・須恵器、瓦などが出上 した。このことにより、新たな遺跡で

あることを確認することになった。また、これより下層のT,P.1,90m付近においても、十数片の

骨を包含 した弥生時代後期相当層も認められた。

この遺跡のある河内平野南半部には古代集落が点在する。その古代には若江郡錦織郷に属した

であろうこの周囲の状況を見ると、北々東の瓜生堂遺跡には8世紀の掘立柱建物群。南方の美園

遺跡には 7世紀代の遺物の出土、南束の萱振遺跡には 8世紀の掘立柱建物群の検出や瓦の出土が

ある。これらの遺跡は、南の小阪合 。東郷遺跡から現・楠根川に併行して流れたであろう流路に

沿って連なっていたと考えられる。一方、それら楠根川沿いと東側を南北に貫く河内街道とに沿

って若江寺や西郡廃寺、巨摩廃寺といった寺院もまた並んでいたことになる。

本調査地点はそうした主幹道がはしる微高地からは西へと下る傾斜面上に立地する。そのため、

基本的には粘土堆積が多い地点である。その中にあって、南東から北西に砂層の発達を伴った微

高地がわずかに張 り出す部分がある。それが、府営東大阪新上小阪住宅敷地の第 1期建替工事に

あたる北西部分に認められ、これを中心として遺跡が展開することが上記の結果から予期された

のである。

このことから追って、平成13年度に、本府教育委員会は高層住宅本体の基礎掘削部分について、

全面発掘調査を実施する必要が生じ、財団法人 大阪府文化財調査研究センターに指示すること

になった。

その調査の結果、試掘調査で確認した古代の掘立柱建物・溜め井状遺構といった表層部分の遺

構面だけでなく、それよりさかのぼる弥生時代中期前半の落込みや祭祀的な土坑・掘立柱建物、

古墳時代前期の掘立柱建物などといった遺構の検出もあり、各時代の遺構面が複合する遺跡であ

ることが明らかとなった (注 2)。

この調査後、第 1期高層住宅部分本体建設中、これに伴った南北それぞれ 1つずつ地下雨水貯

留槽が設置されることになり、地下遺構を損壊する可能性が生じたため、工事と併行して貯留槽

工事の掘削が及ぶ部分までの追加調査を本府教育委員会が行うことになったのが、本報告分の調

査である。

調査は、南側貯留槽部分を 1区、北側のものを 2区 として実施した。 (一瀬)

(注 1)大阪府教育委員会 2001 『大阪府教育委員会文化財調査事務所年報』 4

(注 2)財団法人 大阪府文化財センター 2003 『新上小阪遺跡一大阪府営東大阪上小阪 (第 1期 )住宅 (建て替え)

建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査』財団法人 大阪府文化財センター調査報告書 第94集
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第 2章 検出遺構

第 1節 基本層序

1,1区

1区の現地表はT,P,4。3mで、地表下0.7mま で盛土、下に旧耕上があり西に下降する (第 2遺構

面)。 その下は調査区南東に島畠の高まりがある。その部分は暗責灰・褐色の粘質シルト・粗砂

を中心とし、基本的には 3層からなる盛土が0.5mあ り、低いところでは0,lmの厚さとなる (第

3遺構面)。 その下は灰オリーブ粘・砂質シル トを基本とし、下ほど砂質がかり、主に調査区南

側で発達する (第 4遺構面A・ B)。 黄褐色粘質シル トを基本とし、これも下部に移る程、砂質

がかる (第 4遺構面 C・ D)。 第 4層は0。 1～0.5mの厚さがあり、相対に南・西側部分が厚 くなり、

T.P.3.Omを 前後する。その下は河川状堆積となり、上部は0.3～0.5mの厚さの灰・灰オリーブ系

の色調に粘質シルト～細砂主外の上質となる。下部はオリーブ黒の粘質シル ト～微砂が主で、足

跡がよく残る (第 5遺構面)。 これより下は、細砂をはさみ、灰色を基本とした粘質シル トの上

部からToP.2.Om前後に至って粗砂となる。

各遺構面はセンター調査分の第 1～ 5面に概ね相当するが、主に東西方向で細分でき、遺構面

の数に違いがある。また、これより下は貯水槽の掘削深度がおおむね地表下2.2m、 T,P,2.Omを で

あり、第 5遺構面を4細分して調査を終了している。

2.2区

1区は第 5層砂が微高地状に北西方向に張り出すのに対して、相対的に北西に向かって低 くな

っている。これに対して、 2区は東側北方向に張り出し、その周囲は粘土が多い。 2区の現地表

はT,P。3.7mで、地表下0.5m前後が造成盛上である。 1区 に比べ、既設の建物基礎と水路の攪乱が

はなはだしい。主に中央北よりに東西方向、西よりに南北方向の水路を中心として下部は損壊を

受ける (第 1遺構面)。 この東西水路から北側は相対的に低 くなっており、この高低差、これは

おそらく下部の砂と粘土の構成層に由来するのであろうが、基本的には第 4遺構面の区画からも

たらされたものと考えられる。そうした盛上下には旧耕上があり、南側の中央から西が高く、周

囲に下降し、島畠を形成する (第 2遺構面)。 この面の下では、灰オリーブ粘土系の旧耕作土面

が少なくとも7枚残 り、特に、北半では東西方向を主とした畦畔及び、北へ降る段差が残 り、 1

区と様相を異にして水田域が多く占める。島畠状の耕作面を中心として第 3遺構面は 7面に細分

して、調査することになった。

その下は灰オリーブ粘・砂質シルトを基本とし、下ほど砂質がかり、 1区 と同様、主に調査区

南側で発達する (第 4遺構面A・ B)。 南側中央のA下面は、遺物を大量に含んだ暗緑灰色粘土

を敷きならして整地しているのが特徴である。その下はにぶい黄褐色微砂・粘質シルトを基本と
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し、これも下部に移る程、砂質がかる (第 4遺構面 C)。 下層はT,P.2.2mを 前後するところまで

河川状堆積となる (第 5遺構面)灰オリーブ系の色調に粘質シル ト～細砂主体の上質となり、下

ほど褐色がかる。下部はオリーブ黒の粘質シルト～微砂が主である。これより下は、調査掘削は

行っていないが、 1区 と層順的には同様な傾向を示す。 (一瀬)
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にぶい黄禍～灰自色極粗砂～砂賀シル ト 極粗砂～細礫多く含む 上部はやや灰白色で大社の砂礫より多く含む
にぶい黄～黄灰色砂資シル ト 粗砂～砂礫含む
オ リーブ責～オ リーブ灰色砂資シル ト～極粗砂 極粗砂～細礫を僅かに含む
灰黄色粘質シル ト～極細砂 粗砂～極粗砂含む
灰黄～暗灰責色粘質シル ト～極細砂 hよ り暗灰責色粘質シル ト多く含む
eよ りも粘性弱い
暗黄灰～責褐色粘質シル ト～極粗砂 粗砂～極粗砂含む
暗灰黄色シル ト～極細砂 極細砂～粗砂含む
灰オ リーブ色シル ト 粗砂～極粗砂含む
責褐色粘質シル ト Fe粒状に沈着
にぶい責色粘質シル ト 細砂若千含む
灰自色細砂～粘質シル ト 細礫含む

Om                                                            5m

10 暗灰黄色粘賀シル ト～粗 ,細砂
11 暗灰黄色粘賞シル ト～粗細砂多く含む、Fe20%沈 着
1外1 灰黄色粗～細砂 Fe沈着
12-2 黄褐色粗～細砂 Fe沈 着
1が3 黄褐色細砂
12-4 灰黄色粘質シル ト
13 暗灰黄色粘資シル ト～細砂若干含む、Fe20%

|! 庚罪薪皇りと推醤

'廊

雫～箔写慈悲1をγ料娑ザ多ぞ督怒争亀亮掌ヽ
Fe30%

16 灰オリーブ色粘資シルト～細砂15よ り少なく13・ 14よ り多い、Fe10%

招餐摺雹驀宅箱婦
シ化あ3響習聖

が多い、Fe3く 沈着
19 暗褐色粘質シル ト～細砂 Fe多 い、上面に踏込面をもつ

20 暗灰褐色粘質シル ト～細砂 (東38に含まれるものと同一 )

21 黄褐色細砂を多く含む粘質シル ト
22 灰色粘土～東38細砂を中央部に水平に含む
23 にぶい責褐色粘質シル ト～細砂 Fe多 い
24 黄褐色細砂～粗砂 (少)12・ 18と 同一のもの
25 にぶい責褐色シル ト■24TA砂 の水平ラミナ
26 19と 同系のもの 下面に踏込面をもつ Fe多い
27 22の細砂 一部Fe(粒状 )

28 26の粗細砂 踏込の一つか ?
29 暗灰責色粘質シル ト～粗砂・土器片含む、Fe垂直方向に沈着

30 灰黄色粘質シル ト 粒状にFe
31 暗灰黄色粘質シル ト～粗砂細砂 Fe30%
32 褐色粘資シル ト～細砂 (下部に粗砂混る)Fe70%
33 灰オ リーブ包細砂 (右下斜方向ラミナ)Fe50%、 一部黄褐色細砂混る
33'灰オ リーブ～責褐色細砂 (水平ラミナ)18と 同系のもの
34 オ リーブ黒色粘質シル ト～微砂少 し含む

:: 宿詈霜3粘尾k窒泳″細粗砂(29よ り粗砂多い)

:: 環野奎5指雹基告ウル雫写顆恩
に「

:ぉ言(粒状)

39 オ リーブ褐色粘質シル ト～微砂 38よ りFe少ない

暗灰黄色粘質シル ト～細砂

罪9畳チ摺竃難沓
y昆

晨t焔3~藝 目男簡甚詫お↑
(水平堆積 )

黄褐色粘質シル ト～細砂
暗オ リーブ色粘土 上部に垂直方向のFe、 一部細砂混る
褐色粘質シル ト 中央に細～粗砂混る (斑状 )

暗灰色粘質シル ト
暗オ リーブ灰色粘質シル ト
灰～暗オ リーブ色粘質シル ト (泥土状)有機物含む
暗オ リーブ灰～灰色砂資シル ト

40
41

湿 2時

45
55
56
57
58

図 2 ¬区 南壁東西土層断面
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〕m                                                               5m

盛土
灰オリーブ色粘土シル ト

悟卒サ
=チ

優琶麹圭機惑
微砂 鉄分含む。

僕祭琴皇勢巷継壁砂 マンガン含む。
悟罪看皇勢巷砂利 

ガン含む。

侯ギサ茎塀雹慾
砂粘土

庚罪琴皇夢き粘皇霧念
む。

オリーブ褐色砂 粘土含む。僅かに粗砂。
決斗了

=夢
琶穂圭転惑

微砂

第5層

! ::|:三三:意:そ
:|ヨ言Eヨ鼻gs合書令

含む。

: 悟な枕琶盈皇慾詈閃含む
lB 浜罪野皇歩七粘土
|】 優卒サ

=写
琶轄圭に親惑整喀含

む

|' 優茅V=チ琶サ舟
IF催
駐量魯む

|: 罪すユラ展雹増惑
にシルト混る

|を 震茅琴皇挙せ粘笠
や
繊歌糧息

19 オリーブ黒色粘土 焼土含む

:♀ 暦茅V三夢琶雄圭 ゃゃシ)レ ト含む
22 暗オリーブ色粘上にシル ト含む
23 灰オリーブ色粘土にややシル ト含む
24 灰オリーブ色粘土にややシル ト含む
25 灰オリーブ色粘土にシル ト含む
26 灰オリーブ色粘土にシル ト含む

図 3 2区 南壁東西土層断面 (東半)
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第 2節 遺構面の状況

1.1区

この調査区の第 1遺構面は、北側、東西方向に構造物があった。第 2遺構面は、それを境に溜

池状のものが存在し、北半部が落込み、西側でも一段落込む状況であった。第 3遺構面は島畠が

南東部分から順次、拡大されていく。

第 3遺構面C 東西溝とそれに沿って畦畔が伴い、南西側には南北方向の小溝があった。

第 3遺構面D 中央に幅3.5mほ どの東西溝が、その南側には併行して小溝があった。

第 4遺構面A 第 3遺構面とは異なり、北側が高く、段をもつ。

第 4遣構面B 高くなった北側を中心に整地層が見られ、土坑、掘立柱があった。南半には牛の

足跡が顕著に残 り、それと併行して掘立柱列があり、南西隅に丼戸が認められた。

第 4遺構面C 中央やや南側でL字形の東西溝があり、北側整地層の範囲はその溝まで及ぶ。東

西溝の北側には併行して小溝があるとともに、土坑、掘立柱、落込みを検出した。

第 4遺構面D 溝と土坑が連なり、L字形の区画が明瞭に確認でき、その区画の南西隅には掘立

柱建物が復元できる。

第 4遺構面E 南半に東西方向の落込み、北西部にも東西方向の小溝があり、その北側に南北方

向の小溝が併行して存在した。

第 5遺構面B 西半と西側で北北西―南南東、東側で北北東―南南西方向の流路が見られ、主に

北北西―南南東方向のものに足跡、鋤跡が良好に認められた。

第 5遺構面C 全面に流路であるが、中央に北北西―南南東方向の高まりがあり、ピットと小溝

が残っていた。

第 5遺構面D 中央が北北西―南南東方向の流路の中心となり、調査区全外にくぼむ。

2.2区

この調査区は、第 1遺構面の構造物がちょうど調査掘削深度まで及んでいた。

第 1遺構面 中央北側、東西方向に水路があり、その南側に構造物が集中する。西側にも南北方

向の水路がある。

第 2遺構面A 中央東側の畔から西半がやや高くなり、北側で東西方向の畔が取 り付 く。その西

側北端でこの畦畔を切って木樋暗渠が南北方向にあり、南に接してある木組みの枡とセットにな

ると考えられる。

第 3遺構面A 西半が高くなり、北側で落ち、方形の島畠となっている。その北東隅に桶を利用

した井戸があった。

第 3遺構面B 西半の島畠下部の北東に東西方向の小溝がある。

第 3遺構面C 幅0.8mほ どの東西溝を中心として、南北に東西溝が併行していた。中央から南狽I

-9-



は西が高く、間隔をおいて 3条ある南北溝を会して東へわずかづつ降る雛壇を呈する。

第 3遺構面D 全外に水平面をなし、東西溝が併行するが、南東部は耕作区画が変わり、土坑を

伴う。

第 3遺構面E 全体に幅l.5mほ どの東西溝が中央と南側にある。

第 3遺構面F 南東側に南北から東北東へ向かう谷状の落込みがあり、その中央に径6.Omの 円形

の井戸が存在した。

第 4遺構面A 中央南側東よりのところで南北方向に、東側中央で東西方向に多量の土器、瓦類

を混ぜた整地層が認められ、特に、前者には掘立柱建物がのる。それに伴って、方形の土坑も存

在する。

第 4遺構面B 東側中央では幅3.5mの 東西溝が存在し、南側の建物群を明瞭に区画する。南東側

にある東西南北の小滞の分布は範囲が狭まり、高いところのみ残る。土坑、掘立柱、落込みが密

集していた。

第 4遺構面C 東側中央に長方形土坑、それに沿って掘立柱列が南側にある。それより、南側の

未調査地側は掘立柱建物が集中するようである。

第 5遺構面 調査区中央で、流路堆積下に南西―北東、南東―北西方向に畔があり、十字に交差

する。                                     (一 瀬)
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と 第3遺構面C

と 第3遺構面D

0                                     10m

1区 第 3遺構面C tt D、 第4遺構面A平面
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0                                                                                              10m

図 6 1区  第 4遺構面D平面
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1第 5遺構面B

=

と第5遺構面C

|

會第5遺構面D

図 7 ¶区

|

第 5遺構面BLCHD平面
0                                           10m
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図8 2区 第 1遺構面、第 2遺構面A、 第 3遺構面A平面

|

0                                     10m
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図 9 2区  第 3遺構面B E C tt D平 面
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図10 2区 第 3遺構面E tt F、 第 4遺構面B平面
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図11 2区 第4遺構面A平面

―-19。 20-―



P建 キhR   ノ@

第4遺構面C
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第 3章 出土遺物

第 1節  1区出土遺物

本調査で出上した遺物には、陶磁器、瓦器、土師器、須恵器といった土器類の他、瓦、木製品、

石製品があった。図13で は、 2区柱列から出土する碑 1や、 1区の布 目丸瓦 2、 縄 目・布目が残

る平瓦 3・ 4と いったものもあるが、ここでは奈良・平安時代の出土遺物の中でも土器を中心に

報告することにする。

1.須恵器 杯蓋・杯・高杯・平瓶・奏 (図 14)

1～ 11は杯蓋、12～ 23は杯、241よ高杯の脚柱部、25は平瓶、26～29は 甕である。

1'3～ 5。 7～ 9は天丼部と口縁部の間に段を有し、天丼部は平坦である。10。 11は 口縁部

内面にかえりを有する。かえりは短 く地面に接地しない。

12は 内面にやや内傾 した短いたちあが りを有する。受部は体部より水平にのびる。13は ほぼ直

線的に外傾する体部を有、口縁端部は丸 くおさめている。15。 16・ 21は底面両端に高台が取 り付

けられている。19。 22は直立した高台が取 り付けられてお り、それ以外は「ハ」の字状に取 り付

けられている。

26・ 27は外方に肥厚する日縁部を有する。27は 口縁部内面に当て具痕が見られる。28の 口縁部

は外方に水平にのび断面三角形を呈する。29は 口縁部が外方に肥厚 してお り、断面長方形を呈す

る。

時期は 1～ 9が 8世紀、10～ llが 7世紀、12が 6～ 7世紀、13が 8世紀、14が 9世紀、15～ 29

が古代である。

2.須恵器 壺 (図 15)

1～ 14は壺である。 1は直線的に外傾 しながらのびる頸部にわずかに外方に屈曲する口縁部を

有する。 7は底面両端に断面三角形の高台を有する。 8は底面両端に断面逆台形の短い高台を有

（（、）〉

図13 出土瓦他
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図14 1区  出上須恵器 杯 口高杯 H平瓶 B甕 (表 1)

する。13は 「ハ」の字状の高台を有する。14・ 16は直立する高台を有する。15～ 23は底面両端に

高台力瀬占り付けられている。

時期は13・ 14が 8世紀、それ以外が 9世紀である。

3。 土師器 杯・皿 (図 16)

1～24が杯、25～38が皿である。外面に指頭圧痕の見られるものが多い。 1・ 3・ 5。 9・ 11

～15。 21'32～34・ 37の体部は口縁部付近で外反している。17・ 30は体部外面口縁部付近に段を

有する。38は「て」の字状口縁を有し、内外面に緑白灰色の釉が施釉されている。

時期は 1～37が 9世紀、38が中世である。

4.土師器 甕 。鉢 (図 17)

1～28が奏、29～ 30が鉢である。 3・ 7・ 20・ 21・ 23・ 25は 口径が胴部最大径よりも小さい。

奏は頸部付近に指頭圧痕の見られるものが多い。 7は体部内面に、18は 口縁部内面に横方向のハ

―-23-―



表 1 1区  出土須恵器 杯 B高杯 E平瓶 口甕

※ ( )内数値は反転復元後の数値

が施されている。14・ 24・ 25は 口縁端部内面が肥厚 している。

上師器 鍔奏・土釜・杯、黒色土器 (図 18)

1～ 3が鍔甕、 4が土釜、 7'8・ 10～ 13が杯、 6・ 9。 14・ 15が黒色土器杯である。 1は外

反する口縁を有する。鍔は体部より水平にのびる。口縁内部に指頭圧痕が見られる。 4は 口縁

部・鍔部ともに短く、口縁端部内面に段を有する。体部内外面に縦方向のハケメが施されている。

6は両黒焼成で、外湾する答部に緩やかに外反する口縁部をもつ。口縁部内端の角に段を付け

るように沈線が施されている。体部内面に横方向の緻密なミガキが施されている。 8はタト湾する

外部にやや外反する口縁部をもち、口縁端部は肥厚し丸くおさめられている。体部内面に横方向

のミガキが施されている。9は両黒焼成で、口縁部付近は強いナデによりが一段低 くなっている。

メ
　
　
・

ケ

　

５

測

号

録
号 出土地点 器 種 種類 時代

径
め

日

∝
底径
(cm)

器高
(cm)

調  整 色  調
胎土 莞ら

〕
1区  a4
4C面側溝

杯 蓋 須恵器 8C (120) 不 明 妨∞
ナ デ ナ テ 灰 色 灰 色 灰 色 整 良

2 ａ４雌
区

面 杯 蓋 須恵器 (124) 不 明
残存高

(205)
ナデ
ヘラ削 り

ナ デ 不 明 灰 色
灰色

(やや暗)

灰 色 良

3 516
1匠∈  b2

4Ctt plt62
杯 蓋 須恵器 (124) 不 明 不 明

上面削 り後ナデ ?

口縁 ロクロナデ
ロクロナデ 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

4
1区  b2

4A面 4A下 嬉
杯蓋 須恵器 (138) 不 明

残存高
(105)

ナデ ナ デ 白灰 色 白灰色 自灰 色 密

5
1区  c3(南 半)

3D下 層
杯 蓋 須恵器 (142)

残存高

(11)
削り後ナデ
横ナデ

ロクロナデ 灰 白色 灰 白色 灰 白色 密 良

6
1区  a3
4C面

杯 蓋 須恵器 (146) 不 明
実存高

(10)
ナ デ ロクロナテ 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

7
1区  a3
4C面

杯 蓋 須恵器 (150)
費仔高

(14)

削

ク

り後
ロナデ

ロクロナデ 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

8
1区  a4
4C面 側漕

杯 蓋 須恵器 (145) 不 明
残存高

(09)
削 り後ナデ ロクロナデ

謝

明

限

不 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

9
1区  c2
4C面 杯蓋 須恵器 (154) (1 1) 不 明

ナデ
ヘラ削 り

ナデ 不 明 明灰色 明灰色 明灰色 密 良

10
1区  a4
4C面 側濫

杯 蓋 須恵器 7C (142) 不 明
残存高

(13)
ナ デ ナデ 不 明 明灰色 明灰色

赤みがかった

灰色
密 良

11
1彦笠  a8

4C面 杯 蓄 須息器 (165) 不 明
残存高

(13)
ロクロナデ ロクロナデ 淡灰色 淡灰色 淡灰色 密 良

12
1区  c4

4CLE SD64-1 杯 須恵器 6/7C (123) 不 明 (26) ロクロナデ ? ロクロナデ 灰 白色 灰 白色 灰 白色 良

13
1区  b5

A面 4A下 層
杯 須恵器 (134) 不明

残存高

(365)
ロクロナデ ロクロナブ 灰 色 灰 色 灰 色 癌 良

1区  c6
Btt pit25(程

杯 須忠器 不 明 (86)
残存高
(22)

ロクロナデ ロクロナデ ナ デ 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

15
1彦蛋  a4

4C面 側瀧
杯 須恵器 古代 不 明 (96)

残存高
(135)

ロクロナテ
ナデ

ロクロナデ
ナデ

白灰 色 灰茶色 白灰色 密 良

16
1区  c3(西 半)

4C面 南壁
杯 須恵器 不 明 (94)

残存高

(12)
ナ デ ナデ ナ デ 明灰色 明灰色 明灰色 密 良

17
1区  c2
4C面 杯 須恵器 不 明 102 残存高

(14)
ロクロナデ ナデ す デ 明灰 色 明灰 色 明灰 色 密 良

673
用

４

下

区

働

‐
面

杯 須恵器 不 明 (94)
残存高

(18)
ナ デ ナデ

回転ヘ ラ切 り

後ナデ
薄灰 色 薄灰色 薄灰色 密 良

1,生   ag

4C面
杯 須恵器 不 明 (100)

一局
Ｄ

存

５

残

０
ロクロナデ ロクロナデ 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

ttt c2
4C面 杯 須志器 不 明 (104)

残 I」 高

(13)
ロクロナデ ロクロナデ ナデ 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

877
1区  G5
4C面 杯 須恵器 不 明 (11

残存 高

(22)
ロクロナデ ロクロナデ 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

575
1区  a2
4B面 杯 須恵器 不 明 (13 1)

残存高

(265)
ナデ
ロクロナデ

ナデ
ロクロナテ

ヘラ削 り後ナテ
ナデ

灰 色 灰 色 薄灰色 密 良

ttt b3
4C面 杯 須忘器 不 明 (130) (31) ナ デ ナ デ ナデ 極薄灰色 極薄灰色 薄灰色 密

甘

1区  c9(南 半)

3Dド層
高杯 須恵器

脚柱径

(50)
慎ナデ後縦ナデ

自然釉付着

横ナデ

自然釉付着
灰 色 灰 色 灰 白色 密 良

1区  b2
A面 4A下 層

平 瓶 須恵器
体部径

(126)
96

高

め

存

ｏ

残

０
ロクロナデ ロクロナデ ヘ ラ削 り後ナア 灰 色 灰 色 桃灰色 密 良

1区  c6
4Btt pit24

甕 須恵器 (196) 不明 赫ｍ
ロクロナデ ロクロナデ 灰 色 灰 色 自灰色 密 良

1区  a4
4C面 側溝

甕 須恵器 (235) 不 明
残存高

(585)
ナデ
自然釉付着

ナデ、下都に模

様 (ヘ ラ ?)
灰 色 灰 色 灰 色 密 良

ttt b4
4D下 届

甕 須恵器 (242) 不 明
残存 高

(39)
ナデ
ヘラ削り

ナ デ 不 明 暗灰色 明灰色 明灰色 密 良

ユ整 3C下 層^ 寮 須恵器 43 2 不 明
残存高

(80)

ロクロナデ
ナデ

ロクロナデ
不 明

釉

色

色
灰

緑
灰 色 灰 色 密 良
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表 2

1区 出土須恵器 壺 (表 2)

1区  出土須恵器 壷

＼』 :シ
r9

―
　

　

　

　

　

　

　

　

仁

】即
Ｌ
巧

餌

弓 出土地点 器種 種類 時代
径
耐

口
“

径
耐

底
他

一昌
耐

器
俺

調  整 色  調
売以

内 面

1 432
区

面 壷 須恵器 (32) 不 明
残存高
(245)

ロクロナデ
ロクロナデ
自然釉付着

不明 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

2 378
1区  c5
4C程]

一壺 須恵器
環故小径

(60)
不 明

察 行 局

(33)
ロクロナデ

ロクロナデ

自然THI付着
不明 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

3
1区  a4
4C面 側溝

圭箆 須恵器
体部径

(158)
不 明

環仔局

(30)
ロクロナデ ロクロナデ 不 明 炎灰色～灰g 淡灰色 淡灰色 密 良

4 駆
嘲

b4
pit75 壷 須恵器 (110) 不 明 不 明

ロクロナデ
沈線

ロクロナデ
白灰色

緑灰色 (釉 )

白灰色 白灰色 良

5
1区  c2
4C面

士電 須恵器 不 明
残存高

(515)

ロクロ
ヘラ削 り

ロクロナデ後
縦ナデ

ロクロ
ヘラ削 り

灰 色 灰色 灰 色 密 良

6
1区  a2
4C面 重 須恵器 不 明 (122)

残仔高

(21)
ロクロナデ 淡灰色 淡灰色 淡灰色 密 良

7
1区  a2
4B面

士軍 須恵器 不 明 (95) (54)
ヘラ削り後ナデ
ナデ

ナデ ナ デ 薄灰色 薄灰色 薄灰色 良

8
1区  b6
3C下 層

壷 須意器 不 明 (68) (57)
ナデ
指紋?有

工具で横ナデ
ラ削 り後ナデ

暗赤褐色 明赤褐色 薄明赤褐色 甘 良

9
区

面 壷 須恵器 不 明 85
残存高
(2 1)

ロクロヘラナデ ロクロナデ 茶灰色 暗灰色 茶灰色 階 良

区

面 壺 須恵器 不 明 (84) 婚ｍ
ロクロナデ ナデ

ナデ、ロクロ回
云糸切 り

匂つぽい灰荏 ヨつぽヤ`灰在 っ1ぎャw庶佳 密
ヽ

農

tユ

1区  a4
4A下層

一霊 須恵器 不 明 (100) (4 1) ヘラ削 り ロクロナデ 糸切 り痕有 灰 白色 灰 白色 灰 白色 密 良

1区  b2
3D下 層

一霊 須恵器 不 明 (94) 不 明
ロクロ削り後

ナデ
ロクロナデ

ナデ、 ロクロ回

転糸切 り
白灰色 白灰色 白灰色 密 良

t3
1区 c4

Btt pit40(程
壷 須恵器 不 明 (25)

ロクロナデ
ヘラ削 り

ロクロナデ
ナデ
ヘラ削り

明灰色 明灰色 明灰色 密 艮

1区  a3
4C面

一質 須恵器 不 明 (52)
残存高

(19)
ロクロナデ ロクロナデ 鼠 色 鼠 色 茶灰色 密 良

1区  b5～ 6

3Ett SD02
壷 須恵器 不 明 (64)

賃

「

局

(48)
ロクロナデ ロクロナデ ナ デ 暗灰色

灰色

(やや青み )
暗灰色 密 良

Itt b6(北 半)

4AttA下 層
一萱 須恵器 不 明 (69)

喪存高

(19)
ロクロナデ
ナデ

ロクロナデ 自灰色 白灰色 臼灰色 密 良

570 ａ
面

区

４Ｂ
重 須恵器 不 明 (7 4)

療F品
(26)

ナデ
ヘラ肖1り 後ナデ

ナデ
＼ラ削り後ナブ
ナデ

灰 色 灰 色 灰 色 密 良

1区 b6(北 半)

4面A下 層
一蛋 須恵器 不 明 赫⑫

ナデ

削 り後ナデ

ナデ
ロクロナデ

灰 色 白灰 色 自灰色 密 良

416
1区  c2
4C面 壷 須忘器 不 明 (94)

残存高

(19)

ロクロヘラ削り
ナデ

ロクロヘラ削り
ヘラ削り
ナデ

明灰色 明灰色 暗灰色 密 良

1区  b4
4C日五 SD64-2

壷 須恵器 不明 (93) (30) ロクロナデ ロクロナデ 灰 色 灰 色 灰色 良

1区  b5
4A層 下

一望 須恵器 不 明 (HO) 残存高

(20)
ナデ ナデ 自灰 色 自灰 色 自灰色 密 良

468 ａ４雌
躯
輌

一更 須恵器 不 明 (116)
残存高

(22)
ロクロナデ ロクロナデ ナ デ 当つぽヤヽ灰在 色つぱい灰色 自つぽい灰進 密

甘

盲壁 3C下層 ^
4C面 直上

重 須恵器 不 明 (140)
残存高

(20)
ナ デ

ナデ
全面に釉

ナデ
ヘラ削り後ナデ

やや赤み
ドかつた灰在 緑黒色 (釉 )

(やや赤み )
密 良

※( )内数値は反転復元後の数値
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表 3 1区  出土土師器 杯 E皿

測
暑

実
番

錫

〓

登

き 出土地点 器 種 種類 時 代
径
ω

口
佳

底径
(cm)

器高
(cm)

調  整 色  調
陰と 発,

1

1区  b2
4A面直上

杯 土師器 (11 1) 不 明
残存高

(195)
ナ デ ナ デ 淡黒灰色 淡黒灰色 淡黒灰色 密 良

2
1区  b2
4A面直上

杯 土日扁器 (112) 不 明
残存高
(30)

ナ デ ナデ 淡橙色 淡橙色 淡橙色 密 笛
甘

3
Itt b6(北 半)

4A面 4A下 層
杯 土師器 (120) 不 明

残存高

(22)
ナ デ

(ミ ガキ?) 黄茶色 薄茶色 薄茶色 密 良

ａ４雌
区

面
林 土師器 (122) 不 明

歳 行 局

(255)
ナ テ ナ デ 淡茶褐色 淡茶褐色 褐 白色 密 良

5
1区  a4
4C面側溝

杯 土師器 (124) 不 明 聯的
ナ デ ナ デ 赤肌色 黄茶色 黄茶色 密

9ヽ
甘

6
1区  b5

lA面 4A下層
杯 土師器 (124) 不 明 鵜四

ナ デ ナ デ 明灰色 明灰色 明灰色 密 良

7
1区 c3(南半)

3D下 層
林 土師器 (126)

残存高
(29)

ナデ、指圧痕

縦ハケ ?
ミガキ

縦ハケ ? 黒灰色 黒灰色～灰在 灰 白色 密 良

8
1区  a4

4C ttIRI濃
杯 土師器 (132) 不 Rjl 鵜四

ナ デ ナ デ 暗茶色 暗茶色 暗茶色 密 良

9
1区  c6
4B面 杯 土師器 (130) 不 明 姉⑭

ナ デ ナ デ 淡茶褐色 淡茶褐色 淡茶褐色 密 良

10
1区  b5

lA面 4A下 層
杯 土師籍 (134) 不 明

費存高
(31)

ナ デ
ナデ?
ミガキ? 薄黄茶色 茶色 薄黄茶色 密 良

1区  e3(南 半)

3D下 層
杯 土師器 (138)

残存高
(27) 横ナデ 横ナデ 白灰色 淡黄褐色 褐 色 密 甘

1区 c2(南半 )

3D下 層
杯 土師器 (140)

残存高

(20)
ナ デ ミガキ? 島色～赤褐ぞ 茶褐色 動色～赤褐荏 密 良

18
1区  b4
3D下 層

杯 土師器 (148) 不 明 不 明 ナデ
ナデ
ミガキ

不 明
色

ナ

褐

色

黄

肌

薄

く

色

＞

褐

色

黄

肌

薄

く
薄黄褐色

(肌 色 )

密 良

14 側 消 杯 土師器 (151) 不 明 不 明 ナ デ ナ デ 不 明 明赤褐色 明赤褐色
自つイまい

赤褐色
密 良

15
1区  a2
4B面 杯 土師器 不 明

残存高

(23)
ナ テ ナデ 不 明 薄明赤褐色 黒褐色 黒褐色 密 良

16
区

面 杯 土師器 不 明 不 明
ナデ
指圧痕

ナデ
指圧痕

不 明 褐乳色 淡橙褐色 褐乳色 密 長

17
1区  al～ 2

3面 SD04
杯 土師器 (107) 不 明

/x‐

「

局

(28)
ナ デ ナ デ 不 明 暗赤褐色 薄赤褐色 薄赤褐色 密 良

1区  al～ 2

3面 SD04
杯 土師器 不 明

残存高

(20)

デ

滅
ナ
磨

デ

滅
ナ
磨 不 明 薄黄灰褐色 薄灰褐色 薄灰褐色 密 良

ａ４
層区

奸
杯 土師器 (120) 不 明

横ナデ

指圧痕
ナ デ

薄赤褐色
一部黒褐色 )

薄赤褐色
一部黒褐色 )

灰 色 密 良

598
1区  b2

い面 4A下層
杯 土師器 (126) 不 明 不 明

ナデ?

ミガキ?
ナデ?

ミガキ?
黒色 茶黒色 黒 色 密 良

1区  b4
3D下層

杯 土師器 (132) 不 明 輔的
ナ デ ナ デ 不 朔 赤褐色 赤褐色 赤褐色 雷

粗
良

1区  a4
4C面 杯 土師器 (138) 不 明

残存高

(32)
ナ デ ナ デ 不 明

黒つぽい

赤褐色

黒つ1まい

赤褐色
灰 色 癌 良

区

面 杯 土師器 (144) 不 明
残存高

(28)
ナ デ ナデ 不 明 薄赤褐色 極薄灰褐色 薄灰褐色 密 良

1区  a6
4C面欄1渡

杯 土師器 (159) 不 明 不 明
削 り後ナデ
ロ縁横ナデ

ナ デ 不 明
茶色っぽい

赤褐色
自つぱい
未楊魯

茶 色 つ ぽ い

未 楊 魯 良

1区  a2
4B面

皿 土師器 (90) 不 明
残存高

(19)
ナ デ ナ デ 不 明 灰禍色 薄赤褐色 薄灰褐色 癌 良

1区  a3
4C面

皿 土師器 (98) 不 明
疾 仔 局

(14) ナデ? ナデ? 淡褐橙色 淡褐橙色 淡褐橙色 名 良

556
区 b6(南 半 )

4A面 4A下層
皿 土師器 (120) 不 明

残存高

(205)
ナデ ミガキ? 不明

自つばい

赤褐色

自つ,まい

赤褐色
自つばい

赤褐色
電 良

ａ
面

区

４Ｂ 皿 土師器 (120) 不 明
残存高

(22)
ナ デ ナデ 不 明 薄明赤褐色 区薄明赤褐色 ほ薄明赤褐亡 窪 良

29
1区  b5
3面 皿 土師器 9/10C (91) 不 明

残存高
(16)

ナ デ ナデ 不 明 極薄灰褐色 灰褐色 薄灰褐色 癌 良

1区  a6
4Att SX

皿 土師器 (104) 不 明
残存高
(145)

ナデ、横ナデ

指圧痕

ナデ

横ナデ
灰掲 自色 褐茶色 茶灰色 窪 良

ａ４雌
区

面

‐

４Ｃ 皿 土師器 (114) 不 明
娠存 局

(22)
ナデ
指圧痕

ナデ 不 明 暗赤褐色
自つぽい

赤褐色
明赤褐色 密 良

1区  b6
4C面 側溝

皿 土師器 (117) 不 明
残存高

(18)
ミガキ ナデ、ミガキ? ナ デ 赤褐色 具褐色 赤褐色 癌 良

4C面
皿 土師器 (118) 不 明

残存高
(19)

ナ デ ナデ
スス付着

褐橙色 褐色 褐橙色 良

592
1区  b5

臥面 4A下層
皿 土師器 9/10C (107) 不 明

残存高
(165)

ミガキ
デ
繰

ナ
沈

ミガキ?
赤橙色 淡橙褐色 灰茶色 密 良

区

面 皿 土師器 (96) 不 明 不 明 ナ デ ナデ 不 明 自明赤掲色 茶 色 自明赤褐色 密 良

1優互  c6

Btt pit25(柱 皿 土師器 (120) 不 明
残存高

(14)
ナデ?

磨滅
ナデ ?

磨滅
不 明

自つぽい

赤褐色

自つぽい

赤褐色 蜘絶
密 良

1区 a3
4C面 皿 土師器 (H8) 不 明 不 明 ナデ ナデ 淡褐橙色 乳橙色 淡褐橙色 密

譲
良

I区  c5(c6
-部含)3C下環

皿 土師器 (123) 不 明 不 明
ロクロナデ

施釉

ロクロナデ

施釉
緑 自灰色 緑 自灰色 自灰 色 密 良

※ ( )内数値は反転復元後の数値
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図17 1区  出土土師器 甕 B鉢 (表 4)

体部外面には指頭圧痕が見られ、外部内面には横方向の緻密なミガキが施されている。10・ 13は

断面三角形の高台を底面両端に貼 り付けている。

時期は 1～ 3が 8～ 9世紀、 4が中世、 5～ 15が 9世紀である。

6。 土師器 高杯、陶器椀 (図 19)

1は土師器高杯、 2～ 14は 陶器椀である。 3は体部が内湾し、口縁端部が外反している。高台

は貼 り付けの輪高台である。内外面に緑色の釉が施釉されている。 4・ 5。 7は口縁端部が外反

し、内外面に緑色の釉が施釉されている。 8は幅広の器高の低い高台を有する。緑がかった白色

の釉が施釉されている。 9は器高の高い輪高台を有する。内外面に緑色の釉が施釉されている。

10は高台底部に糸切 り痕が見 られる。

時期は 1が 8～ 9世紀、 2・ 3が 9・ 10世紀、 4～ 10が中世である。

▼ ¬

ア ー
‐空 で18

テ

ア こ ≡ ≡ ≡

干

Ξ 正 三 工

訳

く 、23

―-28-―

(大失)



表 4 1区  出土土師器 甕 日鉢

雲彗1暮彊 出土地点 器種 種類 時代
径
め

日
に

底径
(cm)

器高
(cm)

調 整 色  調
完成

1区  a3
4C面 甕 土師器 (H8) 不 明

(19)
テ
滅

ナ
磨

デ
滅

ナ
磨 橙色 橙色 橙色 密

2
1区  a2

4Ctt SK49
甕 土師器 不 明

残存高

(165)
ナデ ナ デ 不 明 明橙褐色 明橙褐色 明橙褐色 密 良

3
ａ２

ｉ ｔ７
嘔
輻

甕 土師器 (11 不 明 不明 ナデ ナ デ 焦 げ茶色 赤茶色 薄茶色 粗 雑

1彦生  a3

4D下 層
甕 土師器 (134) 不 明 横ナデ 槙ナデ 赤黄色 灰褐色 暗褐色 密 良

(2 1)

5
1区  b6(北 半)

4A面 4A下層
変 土師器 (136) 不 明

残存高

(32)

ナデ
指圧痕

ナデ 焦げ茶色 焦げ茶色 茶色 密

6
1区 a2
4C面 甕 土師器 (128) 不明

残存高

(17)
ミガキ? 不 明 褐橙色 褐橙色 褐橙色

7
1区  a2

4Ctt SK49
変 土師器 2) 不 明

残存高

(36)
ナデ
ヘラ削り後ナデ

ケ
ヽ
痕

デ

圧

ナ
指

不 明
自つぽい

赤褐色
亀っぽい赤褐
二、黒色

赤褐色 密

8
1レζ  b4

4D下 層
甕 土師器 (142) 不 明

(45)
ナ デ ナ デ 不 明 明赤褐色 ヨつぽい茶色 明赤掲色

9 1014
区 c3(北 半)

3D下 層
甕 土師器 (148) 不 明

残存高

(21)
横ナデ 暗赤褐色 暗赤褐色 暗赤褐色 密

1区 お

4D下 層
甕 土日碩器 (151) 不 明 不 明

ナデ

横ナデ 横ナデ 薄茶色 赤茶色 薄茶色 曽
密

良

lEXl b3

4C面
甕 土師器 (149) 不 明

残存高
(295)

ナデ ナ デ 不 明 明赤褐色 甥赤褐色 明赤褐色 密 良

1優ζ  c6

4Btt plt23
甕 土師器 (147) 不 明

残仔高

(325)
ナデ

痕
一ア
圧

ナ
指 赤茶色 茶褐色 赤茶色 密

13
1区 a3
4C面

甕 土宮碩器 (150) 不明
(15)

ナデ ナ デ 密 良

572
1区 a2
4B面

甕 土師器 (154) 不 明
(185)

ナ デ ナ デ 不 明 薄灰褐色 薄赤褐色 薄ホ褐色 密 良

1区 お

4C面
甕 土日耐器 (162) 不明 不 明 ナ デ ナ デ 暗橙褐色 H音橙 IE色 暗橙褐色 密

1区  b6(南 半)

4A面 4A ttTLR
変 土日雨器 (164) 不 明

残存高
(305)

ナデ
ミガキ?

ナ テ 不 明 赤褐色 赤褐色 赤褐色 密

1区  a4
4C面側溝

甕 土日下器 (162) 不明
残存高

(47)
ナ デ ナ デ 不 明 赤褐色

自つ1まい

赤褐色
明赤褐色 密

1区 c5
4C面

甕 土師器 (164) 不明
残存高

(18)
ナデ?

ナデ
(一部ハケ)

掲橙色 褐橙色 褐橙色 密 艮

1区  a4
4C面 側溝

養 上自下器 (164) 不 明
残存高
(24) ナデ ナ デ 不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密

1区 a3
4C面 甕 土師器 (163) 不 明

残存高
(38)

ナデ ナデ? 褐橙色 褐橙色 淡褐黄橙色

1区  b4
4A面 4D下 層

甕 土師器 (166) 不 明
残仔高

(45)
ナデ
指圧痕

ナ デ 明赤褐色 灰褐色 明赤褐色 密 良

1区 b5
3面 甕 土自下器 (170) 不明

残存高

(26)
ナ デ ナ デ 不 明 赤褐色 赤褐色 赤褐色 密

1区 お

4D下 層
養 上自下器 (180) 不明

残存高

(455)
ナデ ナ デ 薄赤茶色

専赤茶色

!下 方白茶色 )

薄赤茶色 密 良

Itt a3
4C面

甕 土宮下零 (188) 不 明
残存高
(33)

ナデ
指圧痕

ナデ orハ ケ

指圧痕
橙褐色 橙褐色 橙褐色 良

1区  b6
4C面側溝

甕 土師器 (133) 不 明
残存高

(48)
ナデ
指圧痕

ナ デ 不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

1区  b5
lA面 4A下 層

甕 土師器 (20 2) 不 明
残存高

(31)
ナ デ ナ デ 焦げ茶色 黄褐色 焦げ茶色 密

1区  a4
4C面 側溝

甕 土目下零 (236) 不明
残存高

(39)
ナデ ナデ 不 明 暗赤掲色 褐色 赤褐色 密

1区 c2
4C面

甕 土自下器 (238) 不 明
残存高
(335)

ロクロナデ ロクロナデ 不 明 暗灰色 暗灰色 暗灰色 密

1区 c6
4A下 層

鉢 土師器 (216) 不 明 残存高
(33)

ナデ ナ デ 不 明 焦げ茶色 暗赤褐色 暗赤褐色 密 良

区
瓶

鉢 土自下器 5) 不 明
残存高

(41)
ナデ ナデ 不 明

灰色つばい

赤褐色
赤褐色 赤褐色 密 罠

※ ( )内数値は反転復元後の数値
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図18 1区  出土上師器 鍔甕 L上金 口杯 E黒色土器 (表 5)

表 5 1区  出土土師器 鍔甕 日上金 3杯 日黒色土器
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15

0                            10om

測

弓

錫
弓

登
晉 出土地点 器種 種類 時 代

径
耐

日
でｃ

底径 器高
(cm)

調  整 色  調
陰土

423
1区  a2
4C面側溝

鍔 甕 土師器 3/9C
(288)

不 明 不 明 ナ デ ナデ 不 明 暗赤褐色 赤褐色
灰色

赤褐色
良

2
1区  c2
4C面

鍔 甕 土師器
鰐径

(323)
不 明

(275)
ナデ ナ デ 不 明 暗赤褐色

黒つはい

赤褐色
赤褐色 密 良

3 396
1区  c6

4Btt pit23
鍔甕 土師器

鰐径

(262)
不 明

残存高

(26)
ナデ

ナデ
指圧痕

橙褐色 橙褐色 橙tgJ色 密 良

4
と区 a2
4C面

土 釜 土師器 中世 (282) 不 明
残存高

(49)
体部ハケ

鍔部ナデ
ケヽ後ナデ 淡褐乳色 淡褐乳色 褐橙色

粗
良

5
1鬱生  b6

4C面側溝
林 土師器 (146) 不 明

(295)
ナデ

ナテ
ミガキ?

不 明
灰色混 じり自
っぱい赤褐在

日 つ は

'赤褐色
自つイまい

赤褐色
密 良

6
区

面 杯
土 器

不 明
残存高
(24)

ナデ ミガキ 不 明 黒灰色 黒灰色 急つイゴ彰坂 色 密 番
良

7
区
輌

al-2
SD04

杯 土師器 不 明
残存高

(34)
ナデ?

磨減
デ

滅

ナ
磨 不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

8
区
輌

al―

SD04
杯 土師器 (156) 不 明

残存高

(275)
ナデ? ミガキ 不 明 黒灰色 黒灰 色 灰 白色 密 良

9 472
1区 a6
4C面 側濤

杯
土器

(160) 不 明 不 明 ナデ ナ デ ナ デ 赤褐色 黒 色
白つぱい赤褐色

黒色
良

559
1区  b6(北 半)

4A面 4A下層
杯 土師器 不 明 (62)

療仔 局

(11)
ナデ ナデ ナデ 明赤褐色 灰 色 明赤褐色 密 良

11 ｂ６雌嘔
蛹

杯 土師器 不 明 (64)
残存高

(135)
ナデ ナデ ナデ 赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 窪 良

12 ｂ６
雌

駆
輌

杯 土師器 不 明 (72)
娠仔 局

(125)
ナデ ナ デ ナデ 暗赤褐色 暗赤褐色 赤褐色 密 良

13
区

面 杯 土師器 不 明 (78)
歳F局
(095)

ナ デ ナ デ ナ デ 薄赤褐色 明赤褐色 暗赤褐色 密 良

層
ｃ３

下駆
騨

杯 絶
齢

不 明 (78)
娠仔局

(115)
ナ デ ミガキ? ナデ 黒 色 黒色 黒褐色 密 良

ａ
面

区

４Ｃ
杯

色

器

黒

土
不 明 (87)

残存高

(105)
ナ デ ナデ 淡褐橙色 淡褐橙色

一部灰褐色 )

淡掲橙色
ヾ
良

―-30-―

※ ( )内数値は反転復元後の数値
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表 6 1区 出土土師器 高杯、陶器

霞響1導電 出土地点 器種 種類 時代 唯
鰤

底径
(om)

器高
(cm)

調  整 色 調
陰土

1
区
輌

at-2
SD04

高杯 土師器 8/9C 嘘的
不 明 不 明 ヘラ削 り後ナデ

ナデ
ミガキ?

不 明 明赤褐色 薄明赤褐色 明赤褐色 密 艮

2 477
1区  a6
4C面 側溝

碗 陶器 9/10C (92) 不明 (22)
ロクロナデ
施釉

ロクロナデ
施釉

不 明 黒混 じり黄在 貢緑色 自灰色 良

3 区
瓶

碗 陶器 (110) 削 り後ナデ
稀鶏

ナデ後施釉 ナ デ 黄白色
釉

色

色

白

緑

黄

淡 淡緑色 (釉 )

密

4 393 駆
繭

c6
pit23 碗 陶器 中世 (120)

(21)
力
釉

ミ
施

ミガキ

施和 薄緑色 (釉 )

自色

薄緑色 (釉 )

自色 密 良

5
1区  bコ

4D下層
碗 陶器 (196) 不 明 (22)

ミガキ
施釉

ミガキ
施釉

不 PJl
緑がかつた

卵色 (釉 )

緑がかつた
卵色 (釉 )

白灰色 密 良

6 382
1区 a2
4C面 碗 陶器 (132) 不 明

残存高

(27)
ケヽorミ ガキ?

唇減

ペケorミ ガキ
'答減

黒色 黒 色 黒 色 密 良

7 1007
1区  a4
4A下層

碗 陶 器 (149)
ロクロナデ

施釉

ロクロナデ
流 鶏

緑灰色 (和 ) 緑灰色 (釉 ) 灰 白色 密 良

8 姦 塩酵 碗 陶器 不 明
残存高

(44)

ロクロ削り
ナデ、施釉

ロクロ削り
施釉

ナデ
ロクロ削り

緑がかつた自
色、卵色

緑がかつた

自色
自色 密 良

9
1レ堂  a3

4C面 碗 陶 器 不 明
(205)

ロクロ肖」り

施釉

ロクロ削り
施釉

淡緑 自色 灰 自色 灰 自色 密 良

1区  o2
4C面

碗 陶器 不明 (22) ロクロナデ ロクロナデ
ロクロ回転
糸切り痕

明灰色 灰 色 明灰色 密 良
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第 2節  2区出土遺物

l。 須恵器 杯蓋・壺蓋 。杯 (図20)

1～ 17は杯蓋、18は壷蓋である。 1は明瞭な宝珠つまみを有する。 2は 1に比べ扁平な宝珠つ

まみを有する。 5は扁平な宝珠つまみを有 し、口縁端部は下方に短 く屈曲している。つまみ中央

はわずかに凸状になっている。 8は扁平な擬宝珠つまみを有し、口縁端部は下方に短く屈曲し丸

みを帯びている。18は 口縁端部が外反しており、体部との境に沈線を施している。 6・ 7・ 9・

11・ 15～ 17は天丼部と口縁部との間に段を有する。 6・ 15は平らな天丼部を有し、他の杯蓋より

も器高が低い。

19～43は杯で、24～ 43が高台を有する。19は平坦な底部より外部が外湾しながら立ち上がる。

口縁端部内面に段が存在する。20は外反して立ち上がる体部を持ち、日縁部は丸くおさめている。

21～23は直線ないしは緩やかに外湾する体部を有する。241ま底部近くが外湾し、口縁部付近は外

反する。高台は底面端部付近に「ハ」の字状に取り付けられている。29・ 32・ 40・ 42・ 43は底面

両端に高台が取 り付けられている。

時期は 1が 7世紀、 2～ 18・ 25～ 28・ 31・ 35。 36が 8世紀、19～ 24・ 29。 30・ 32～ 34・ 37～43

が 9世紀である。

2.須恵器 甕・壺 (図21)

1～ 3は奏である。 1は 口縁端部を外側に折り曲げており、断面長方形を呈する。 3は突出し

た平底を有し、徐部との境が明瞭である。

4～ 19は壷である。 8。 9は 口縁端部が肥厚しており、端面は凹状を呈する。また、 8は顕部

外面に線刻を有する。14は体部に「松井」と縦に線刻されている。

時期は 1・ 2が 8世紀、 3～ 6が 9世紀、 7が中世、 8～ 19が古代である。

3.土師器 杯 。杯蓋・皿 (図 22・ 23)

1～26・ 28～ 58・ 62～66が杯、59・ 60が杯蓋、27・ 67～69が皿である。 7・ 8。 15。 21・ 45。

55は口縁部内面付近に沈線が施されている。 5・ 6・ ll～ 14・ 17・ 20は口縁部内端の角に段を付

けるように沈線が施されている。42は内湾して立ち上がる体部を有する。徐部外面は指ナデが施

されている。底部内面にはラセン状暗文が施されている。45は体部内外面に横方向のミガキが施

されている。体部外面下半には指頭圧痕が見られる。55は外部外面に横方向のミガキが施され、

底部内面には暗文が施される。杯は口縁部付近が外反するものが多い。

61～ 661ま底面両端に高台を貼 り付けている杯である。61は「ハ」の字状に高台を貼 り付けてい

る。63の高台は断面三角形である。59は中央部分がへこみ、60は擬宝珠つまみである。

52・ 56は内湾する体部と直立する口縁部を有する。強いナデにより直立部分と内湾部分との境

が明瞭である。体部外面には指頭圧痕が見られる。

時期は 1～15が 8世紀、16～ 69が 9世紀である。

―-32-―



4.土師器 高杯・黒色土器・瓦器・陶磁器 (図24)

1～ 7は高杯、 8・ 9は瓦器椀、10～ 13は黒色土器椀、14は磁器椀、15。 16は 陶器椀、17は黒

色土器奏である。 1は 口縁端部が肥厚 してお り、冬部内面には放射状暗文が施されている。 3は

体部が緩やかに外湾した後、外反する。体部内面には放射状暗文が施されている。また、口縁部

内面に凹線が施されている。 5は底部内面に螺旋状暗文が施されている。

8は口縁端部を丸 くおさめてお り、内面には横方向のミガキが施されてお り、 9は口縁部内端

の角に段をつけるように沈線が施されている。内面には横方向のミガキが施されている。

10は両黒焼成で、タト湾する体部に緩やかに外反する口縁部をもつ。口縁部内端の角に段を付け

るように沈線が施されている。内面に斜め方向のミガキが施されている。11は 内黒焼成で、外湾

する体部に緩やかに外反する口縁部をもつ。口縁部内端の角に段を付けるように沈線が施されて

いる。内面には 2～ 3mm幅の斜め方向のミガキが施されている。12は 内黒焼成で外湾する体部

をもつ。口縁部内端付近に沈線が施されている。内面には横方向のミガキが緻密に施されている。

底部付近には斜め方向のミガキが施されている。

時期は 1～ 7が 8世紀、 8・ 9が 12～ 13世紀、10～ 13が 9～ 10世紀、14～ 16が近世、17が 9世

紀である。

5,土師器 土釜 。鍔釜 (図25)

1～ 2は土釜、 3～ 14は鍔甕である。 1は短い口縁部が直立し、口縁部付近に短く水平方向に

のびる鍔が付けられている。 3・ 4。 9は外反する口縁部をもち、 3・ 9は水平方向にのびる鍔

を、 4は下方向にのびる鍔をもつ。 3・ 4は内面に横方向のハケメが施されている。

時期は 1・ 2が中世、 3～ 14が 8世紀以降である。

6。 土師器 甕 (図26)

1～ 301ま甕である。 1は強く外反する口縁部をもち、口縁端部が肥厚している。 2は外反する

口縁部をもち、口縁内端が肥厚している。 3は外反する口縁をもち口縁端部が肥厚している。 4

は強く外反する口縁部をもち、口縁部内端が肥厚している。 1。 4は顎部と体部の最大径が近似

している。 1～ 4は外面に縦方向のハケメが施されている。 3・ 4は体部内面に指ナデが施され

ている。 8。 9・ 10・ 14は顎部に段を有し、口縁部と体部の境目が明瞭である。22は外反する口

縁部をもち、口縁端部は外方へ短くのびる。30は 短く外方にのびる日縁部をもつ。

時期は 1～ 4が 8世紀、 5～ 20・ 22～29が 9世紀、30が中世である。21が古代になる可能性が

ある。

7.土師器 鉢 (図 27)

1～ 11は鉢である。 2・ 3・ 4は内湾する体部から外反する口縁部がのびている。11は 内湾す

る体部をもち、口縁端部は肥厚し凹面を形成している。外面には横方向のヘラ削 りと指頭圧痕が

見られる。内面には不定方向のミガキが施されている。

時期は 1～ 11すべて 9世紀である。
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表 7 2区  出土須恵器 杯 日壷蓋
渕

娼
録
具 出土地点 器 種 種 類 時代

径
ω

口
に

底径
(cm)

器高
(cm)

調  整 色  調
冶土

1
2区  bl

4Att SK202
杯 蓋 須恵器 7C 不 明

つまみ径

2 45
究存高
(18)

ナ デ ナ デ 不 明 灰 色 灰 色 灰 色 密 良

2
2区 a7
側溝

杯 蓋 須恵器 不 明
つまみ径

2 35
曳存高
(11)

ナ デ ナ デ 不 明
灰色

(やや薄 )

灰色

(やや薄 )

灰色

(やや薄)
密 良

3
2区 b4・ 3

側溝
杯 蓋 須恵器 (113)

完存高

(13)
ナデ、少量の釉
まだらに付着

ナ デ
日 稼 端 部

ナデ 薄灰色 暗灰色 灰 色 密 良

4
2区 b4
4A層 下

杯 蓋 須恵器 6)
(095)

ロクロナデ
ヘラ削 り

ロクロナデ
日縁端部

ヘ ラ削 り?
薄灰色～灰
色 (やや暗)

尊灰色～灰荏 溝灰色 密 良

5 9
2優こ  b5

SK213
杯 蓋 須恵器 (129)

つまみ名

20
2 35 ナデ ナ デ

薄灰色

薄緑色 (釉 )

薄灰色 薄灰色

6
2区 al
側溝

杯 蓋 須恵器 (130)
完存高

(10)

ヘラ削り後ナデ
ナデ

ナ デ
口縁端部
ナデ 薄黄灰色 薄黄灰色 薄黄灰色 密 良

7
2区 b5
4面 杯 蓋 須恵器 (128)

完存高
(14)

‐ラ肖Ⅲり
ナデ

ナデ
ロクロナデ 薄灰色 薄灰色 薄灰色 密 良

8
2区 b5
4A層 下

杯 蓋 須恵器 (138)
つまみ径

24 (18)
回転ナデ

肖」り
ナ デ

部
デ

頭

ナ
明灰 色 灰 色 濃灰色 良

9
ｂ

面

区

４
杯 蓋 須恵器 (134)

残存高

(185)

ロクロナデ
ヘラ削り

ナデ
ロクロナデ

薄灰色 薄灰色 薄灰色 密 良

2区 b5
4面 杯 蓋 須恵器 (148)

究存高

(13)

ヘラ削り
ナデ

ナデ (ロ クロ)
薄灰色

灰 色 薄灰色 密 良

2区 b6
4B層 下

杯蓋 須恵器 (149)
曳存高
(13)

ヘラ削り
ナデ ヘ ラ削 り

口縁部
ナデ

薄灰色 薄灰色 薄灰色 密 良

154
2区 b4
4A層 下

杯 蓋 須恵器 (155) (12)
ヘラ削 り後ナデ
ナデ

ナデ 暗灰色
灰色

(やや暗 )

灰色

(やや暗)

密 良

2区 b5
4A層 下

杯 蓋 須恵器 (156)
律
明

唄
不

不 明 ナ デ 不 明 灰 色 明灰色 甥灰色 密 良

2区 b3
4A層 下

杯蓋 須恵器 (173)
冤仔 局

(15)

ヘラ削 り
ナデ

ナデ
日縁部
ナデ

薄灰色 薄灰色 藩灰色 密 良

2区 b6
4B層 下

杯 蓋 須恵器 (180)
残存高

(105)

ヘラ削り
ナデ

ナデ
日縁部
ナデ

灰 色 灰 色
灰色

(やや暗)

密 笛
甘

2区 b6
4B層 下

杯 蓋 須恵器 (192)
(16)

(ロ クロ)‐ラ

削 り、すデ
ナデ

日縁音ト
ナデ 薄灰色 薄灰色 溝灰色 密 良

17
2区  bl

4BEτ SD237
杯蓋 須恵器 (180) 不 明

兵イ子局

(18)

ヘラ削 り
ナデ

ナデ 不 明
灰色

(やや暗 )

灰 色 灰 色 密 良

2区 b5
4Btt SD234

壷蓋 須恵器 (118) 不 明 錦∩
ナ デ ナ デ 赤褐色 暗赤褐色 良

2区  bl
4Btt SD237

杯 須恵器 (139) (104) 32 ナ デ
トデ、日縁端部
ラヽで凹線

ナ デ 暗褐色 色
色
褐

匈
暗 褐 色 密 良

2区 b4
4A層 下

林 須恵器 (142) (92) 3 85 ロクロナテ ロクロナデ
ヘラ削 り (切

り)後、ナデ

極薄灰色 (ほ伯

白色)～薄灰色

極薄灰色 (ほ ぼ

白色)～薄灰色

極薄灰色

(ほ ぽ自色)
密 良

2区  b4
4A層 下

林 須恵器 (142) 不 明 不 明 ナデ ナデ 不 明 暗灰色 暗灰色 灰 色 艮

2区 b4
4A層 下

杯 須意器 3 1 横 ナデ 横ナデ 指ナデ 暗灰色 暗灰色 暗褐灰色 密

2区 b4
4A層 下

杯 須恵器 (152) (110) 35 ナ デ ナ デ
ヘラ肖1り (切 り)

ベラ削 り後ナデ
薄灰色 薄灰色 溝灰色 密 良

2区 b4
4A層 下

杯 須恵器 (125) 3 75
ナデ
ヘラ削り

ナデ
ヘラ削 り

ナデ
黒灰色 灰 色

赤みがかつ

た灰色
良

2区  al
4B層 下

杯 須恵器 132 不 明
残存高
(40)

回転横ナデ 回転横ナデ 灰 白色 えオ リーブ荏 灰 自色 密 良

ａ
２

Ｋ ２３
躯
踊

杯 須恵器 (135) (88) (415)
ナデ
ロクロナデ

ナデ
ロクロナデ

ヽラ削 り後ナデ
ナデ 暗灰色

灰色

(やや暗 ) (やや暗)

密 良

11

ｂ ５

Ｄ ２‐
躯
輌

杯 須恵器 (140) (100) ナ デ ナ デ ヘラ削 り
(やや暗 )

灰色

(やや暗)
灰 色 密 良

駆
面

al

3D層 下
杯 須恵器 不 明

残存高

(15)
ロクロナデ ロクロナデ ラ削 り後ナデ 薄灰色 薄灰色 薄貢灰色 密 良

270
2区  b4・ 3

側溝
杯 須恵器 不 明

残存高

(19)
ナ デ ナ デ ナ テ 暗灰色 灰 色 薄茶褐色 密 良

ａ ５

Ｋ ２３
躯
繭

杯 須恵器 不 明 (79)
残存高

(24)
ナ デ ナ デ ナデ 自灰色 白灰色 自灰色 密 廿

112
2区 b3
4A層 下

杯 須恵器 不 明
残存高

(21)
ロクロナデ ロクロナデ ヘラ削 り

薄灰色 薄灰色 薄灰色 密 良

2区  al
4B層 下

杯 須恵器 不 明 (101)
残存高

(24)
ナデ
ヘラ肖」り

ナ デ 灰掲色 白黄色 密 笛
甘

2区 b5
4A層 下

林 須恵器 不 明
残存高

(215)
ナデ ロクロナデ ラ削り後ナデ 明灰色

疼色がかった

天色
暗灰色 密 罠

2区 b4
4A層 下

杯 須恵器 不 明 (101) 不 明 ナデ ナ デ
ラ削 り後ナデ

暗灰色 灰 色
灰色

(やや薄 )
良

2区  al
4B層 下

杯 須恵器 不 明 不 明 ナデ ナ デ
(底 都灰色 )

灰 色 密

ｂ５

下
区
耀

杯 須恵器 不 明 (100) 不 明 ナデ ナデ ヘ ラ削 り 明白灰色 明白灰色 ヨつば�ヽ灰雀 密 艮

113
2区 b3
4A層 下

杯 須恵器 不 明 (104)
残存高

(23)

デ

減

ナ
磨

デ

滅

ナ
磨

ナデ
極薄赤褐色

(ほ ぽ 自色 )

薄明赤褐色
極薄赤褐佳

(ほ ぽ白色 )

密 甘

ｂ‐

Ｄ ２ ３
躯
輛

杯 須恵器 不 明 不 明 ナデ ナデ 灰 色 灰 色 灰 色 良

躯
面

a2

3D層 下
杯 須恵器 不 明 (106)

残仔高

(21)
ロクロナデ ロクロナデ

ラヽ削り
ラヽ削り後ナデ 暗灰色

暗灰色

(やや薄 )

灰 色 密 良

2区 b4
4A層 下

杯 須恵器 不 明 (120) 不明 ナデ ナデ
ヘ ラ削 り

灰 色 灰 色
灰色

(やや薄 )

密 良

ａｌ

下
区
醒

杯 須恵器 不 明 (116)
残存高
(12) ナデ ナデ 灰 色 暗灰色 灰紫色

ｂ ｌ

Ｘ ‐２
躯
晒

杯 須恵器 不 明 (127) 不 明 ロクロナデ ロクロナデ
オテ
＼ラ削 り後ナデ

薄灰褐色 薄灰掲色 薄灰褐色 密 管
甘

2区  ak・ 2

北壁
杯 須恵器 不 明 (130) 不 明

‐ラ肖」り
ナデ

ナデ 灰 色 灰 色 良

※( )内数値は反転復元後の数値
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図21 2区 出土須恵器 甕 日壷 (表 8)

表 8 2区  出土須恵器 甕 B壺
測

弓

餌
弓

監
番 出土地点 器種 種類 時代

日径
(cm)

底径
(cm)

器高
(cm)

調  整 色  調
陰土

1

ａ５

Ｋ２３
躯
踊

甕 須意器 (226) 不 明 残存高
(46)

ロクロナデ ロクロナデ 不 明 薄灰色 薄灰色
梅薄灰色

(自 に近い )

密 良

2
ｂ

面

区

４
甕 須恵器 不 明

頸部径

(236)
残存高
(54)

ナデ
体都緑釉付着 辱型2煮挙体部タ 不 明

薄灰色

にぶい緑色 (鶏

薄灰色

にぶい緑色 (釉
薄灰色 農

3 253
下

ａｌ
層躯

耐
甕 須恵器 不 明 (152)

残存高

(44)
ロクロナデ ロクロナデ

ロクロ回転

糸切 り
灰色

(やや薄 )

票灰色 薄灰色 密

4 239
2区 a5

3Dtt SD130
壷 土師器 (126) 不明

残存高
(32)

ナデ
デ
滅

ナ
磨

ハケ?
不 明 薄明赤褐色 薄明赤褐色 明赤褐色 密 良

5
2区 al
4B層 下

壷 須恵器 (182) 不明
環イ子局

(32)

ヘラ削り
すデ

ヘラ削り
ナデ 灰色 灰 色 密 良

6
2区 a2
4B層 下

須恵器 (216) 不 明
療存 扇

(575)
ナデ、日縁平追部
ヘラ削 り後ナデ

ナデ 不 明 緑灰色 薄灰色
灰色

(やや暗)

密 良

2区  a2～ 3

4A層 下
一堕 土師器 中世 (204) 不 明

残存高
r氏 ハ、 ナデ ナデ 灰 色 薄灰色

一部赤みが

かった灰色
密

やく
甘

8 ａ
滞

区
側

藁 須恵器 (219) 不 明
残存高

(23)
ナデ (一部凹線に
よる記号の様なも
の有〕

ナ デ 不 明 暗灰色 暗灰色
H音灰色
(やや暗)

密 良

9
2区  al～ 7

4A面 下
一臣 須恵器 (234) 不 明

残存高

(38)
ナデ、口縁平坦部
ヘラ削り後ナデ

ナ デ 不 明 灰 色 灰 色 灰 色 良

10
2区 b3
4A層 下

士堕 須恵器 (246) 不 明 鵜∽
ロクロナデ ロクロナデ 不 明 暗灰色

音灰色、全体
こ白色の和 ?

暗赤紫色 密 罠

11

ｂ ３

Ｄ ２ ‐
逐
而

士更 須恵器 不 明 不明
残存高
(30)

ナデ ナ デ 不 明 明灰色 明灰色 明灰色 密 良

2EXl  b3

4Btt pit155
一電 須恵器

(188)
不 明

(51)

‐ラ肖Jり

ナデ
ナ デ 不 明 薄灰色 薄灰色 薄灰色 密 良

13
ａ５

Ｋ２３
躯
輛

一軍 須恵器 不 明
残存高
(35)

ロクロ水引き ロクロ水写|き
ロクロ回転

糸引き 部薄赤褐色 )
薄赤褐色 薄赤褐色 密 甘

2区  b5北束

面相当攪乱内
士質 須恵霧 37 9 05 ロクロナデ ロクロナデ ナデ

灰色

自然釉付着

灰色

自然釉付着
灰 色 密

15
ｂｌ

Ｄ２３
躯
雨

一質 須恵器 不 明 86
残存高

(12)
削り?
(ナデ?)

横ナデ 削 り後ナデ ? 灰 色 灰 色 灰 色 良

ｂ５

Ｄ２０
躯
面

重 須恵器 不 明
(42)

ナ デ ナ デ 灰 色
灰色

緑灰色 (釉 )

密 良

17 262 ａ
溝

区
側

一更 須恵器 不 明 (104) 残存高
ナ デ ナ デ ラ削 り後ナデ 薄黒色 薄灰色 薄灰 色

ａ２

Ｋ２３躯
師

士蛋 須恵器 不 明 (116)
残存高

(27)
ナ デ ナ デ ナデ 暗緑灰色 薄灰色 灰 色 密 良

211
ａ５

Ｄ‐２
躯
爾

壷 須恵器 不 明 (124)
残存高

(45)
ロクロナデ ナ デ ナデ 薄灰色 灰 色 極薄灰色 密 良

※( )内数値は反転復元後の数値
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表 9 2区  出土土師器 杯

ξ碧1暮彊出土地点 器種 種類 時代
径
↓

口
俺

径
め

底
伯

高
い

器
伯

調  整 色  調
陰土

1
2EXI b4

4A層 下
杯 土師器 (98) 不明

残存高

(23)
ナデ
指圧痕

ナデ 不 明
白つばい

赤褐色
赤褐色

自つばい

赤褐色
密 良

2
ａ５

Ｋ２３
堰
踊

杯 土師器 (99) 不 明
残存高

(23)
ナ デ ナデ 不 明

薄明赤褐色
肌色に近い

薄明赤褐色
生成に近い

薄明赤褐色
生成 に近い 密 良

3
2匹  b4
4A層 下

杯 土師器 (126) 不 明
約 37

ヘ ラ自」り

ナデ ナデ
黄褐色 黄褐 色

2区 b4
4A層 下

杯 土師器 (128) 不 明 (26) ナ デ ナデ 不 明 薄明赤褐色 薄明赤褐色 薄明赤褐色

5
2区 b3
4A層 下

杯 土師器 (132) 不 明
残存高

(30)
ナデ ナデ 不 明 明赤褐色 薄明赤褐色 明赤褐色 密 良

2区 b4
4A層 下

杯 土師器 (134) 不 明 (34)
ナデ、口縁端部ヘ

ラで凹線後ナデ
ナ デ 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 良

2区 b4・ 3

側溝
杯 土師器 (132) 不 明

残存高
(32)

ナデ
指圧痕

ミガキ? 不 明 明赤褐色 薄明赤褐色 薄明赤褐色 密 良

8 面
‐

４Ａ

・１９
杯 土師器 (142) 不 明 (25) ナ デ

ナデ、 日縁端部

工具で段
不 明 薄明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 良

2区
4面柱穴列

杯 土師器 (140) 不 明 (34)
庁ア 、 日 稼 瑞 剖∫

[具で段 (沈線 ナ デ 不 明 極薄褐色 薄褐色 極薄褐色 良

10
2区

4面柱 穴列
杯 土師器 (140) 不 明 (34) ナ デ

ナデ、口縁端都
I具で段 (沈線

不 明 薄明赤褐色 明赤褐色 薄明赤褐色 良

2区  a5
4B己筆 SK235

杯 土師器 (138) 不 明 (25) ナデ
ナデ ロ縁端部ヘ

ラで段つけ後ナテ 不 明 薄明赤褐色 薄明赤褐色 薄明赤褐色 密 良

12
2区 b4
4A層 下

杯 土師器 (142) 不 明 3) ナデ ナデ 不 明 暗赤褐色 暗赤褐色 暗赤褐色 寵 良

13
2区 b5
4面 杯 土師器 (138) 不 明 (32) ナ デ ナデ 不 明 薄灰褐色 赤灰褐色 薄灰褐色 密 艮

14
2区 b3
4A層 下

杯 土師器 (144) 不 明
残存高

(275) ナ テ ナデ 不 明 明赤褐色 褐 色
黒褐色～

明赤褐色
密 良

2区 b4
4面 杯 土師器 不 明

残存高
(27) 横ナデ 横ナデ 橙辛L色 橙乳色 橙乳色 密 良

16 3G・ 4A面 杯 土師器 (14 3) 不 明 (35) ナ デ ナデ 不 明 薄明赤褐色 薄明赤褐色 薄明赤褐色 良

17 2
2区 b4

4Btt SD227
杯 土師器 (14 8) (106) 33 ナ デ

ナデ後 日縁端部
ヘラで凹線

ナ デ 明黄褐色 明黄褐色 明黄褐色 密 良

躯
踊

b3

SD214
林 土師器 (149) 34 ナ デ ナ デ ナ デ

にぶい

赤褐色
暗茶褐色

赤褐色～

黒存
密 良

12
2区  b5

4Btt SD210
t4N 土師器 (17 不 明 (265) ナ テ ナ デ 不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

8C4A面 杯 土師器 0) 不 明 (23) ナ デ ナ テ 不 明
穫濤

明赤褐色
薄赤褐色 薄明赤褐色 密 良

2区  b3
4A層 下

杯 土師器 不 明
残存高

(265)
ナデ (磨滅 ) ナ デ 削 り後ナデ 明赤褐色 薄明赤褐色 明赤褐色 密 良

2区 b4
4A層 下

杯 土師器 (190) 不 明 (30)
ヘラ削り
ナデ

ヘラ肖」り
ナデ 黄褐色 黄褐色 密 良

2区  b5
4Bttτ  SD231

杯 土師器 190 不明
兵イ子局

(28)
横ナデ 横ナデ 明赤褐色 明赤掲色 明赤褐色 密 良

2区 b4
4A層 下

杯 土師器 (226) 不 明 (36) ナ デ
ナデ
端部ヘラで段 不 明

睡薄明赤褐t 薄明赤褐色 薄明赤褐色 良

2区 b5
4Att SK151

杯 上師器 (92) 不 明
残存高
(11)

ナデ ナ デ 不 明 薄褐色 薄褐色
(ほ ぼ 白色 )

密 良

2区 b4・ 3

桐p華 杯 土日F器 (100) 不 PJl (20) ナ デ
ナデ、 日縁端部

不 明 極薄明赤褐亡
(やや薄 )

極薄灰色

(ほ ぼ白色 )
良

2区
4面柱 穴列

皿 土目下器 (100) 不 明 (07) ナ デ ナデ 不 明 薄明赤褐色 明赤褐色 薄明赤褐色 良

2区  a7
3D面 杯 土師器 (98) 不 明 (16) ナデ ナ デ 不 明 薄拐赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

2区 a6
3D面

杯 土師器 (100) 不 明
残存高

(19)
ナ デ ナ デ 不 明 薄赤褐色 薄赤褐色 極薄赤褐色 密 良

2区

4B面

ａ
５

Ｋ２ ３ 杯 土師器 (103) 不 明 残存高
(26)

ナデ ナデ 不 明 赤褐色 薄明赤褐色 暗褐色 密 良

座
面

i  b5

3D層 下
杯 土師器 (107) 不 明 (22) ナデ

磨滅

デ

滅

ナ

磨
明
滅

企
磨 明赤褐色 明赤褐色 薄赤褐色 密 良

2区  al
側溝

杯 土師器 (105) 不 明
残存高

(09)
ナ デ ナ デ 不 fld 薄黄褐色 薄褐色 薄褐色 密 良

2区  b3
4A層 下

林 土師器 (108) 不 明
残存高
(25)

ナデ
ミガキ?

ナデ 不 明
明赤褐色

(やや薄 )

明赤掲色

(やや薄 )

明赤褐色 密 良

2区  b4
4A目 下

杯 土師器 (122) 不 明 不 明 ナデ ナ デ 不 明 薄明赤褐色 薄明赤褐色
題薄明赤褐t
(ほ ぼ白色 )

良

2区 a7
3D面

杯 土師器 (120) 不 明
残存高
(155)

ナデ ナデ 黄褐色 黄褐色 明黄褐色 碕 良

2区 al
側溝

杯 土師器 6) 不 明 不 明 ナデ ミガキ? 不 明 薄明赤褐色 砥薄明赤褐亡 五薄明赤褐亡 密 良

2区 b4
4A層 下

杯 土師器 (130) 不 明 不 明 ミガキ? ミガキ?
不明、指圧痕

未調整
明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

2区 b4
4面 杯 土師器 (132) 不 明

残存高

(32)
ナ デ ナ デ 淡褐橙色 淡橙灰色 淡褐橙色 密 良

ｂ
溝

区

側
杯 土師器 (128) 不 明

安存高

(28)
ナデ
指圧痕

ナ デ 薄黒褐色 薄灰褐色 薄灰褐色 密 良

2区  b4・ 3

3Dtt SD126 杯 土師器 (137) 不 明
残存高
(28)

ナ デ ナデ
指圧痕

不 明 薄黄褐色 薄黄褐色 薄黄褐色 密 良

2区  b4・ 5

4Att SK152
杯 土師器 (138) 不 明

残存高
(20)

ナデ ?

磨滅

ミガキ?

磨滅
薄赤褐色 赤褐色 赤褐色 密 良

座
面

b8
pit155

杯 土師器 (142) 不 明 (20) ナデ
ナデ、口縁端部ヘ

ラで段つけ後ナデ
不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

躯
焔

b5

SK15】
杯 土師器 (135) 不 明

残存高

(37)
ナヂ ナヂ 不 明 赤褐色

(やや暗) (やや暗 )

密 良

2区  b4
4A層 下

杯 土師器 (140) 不 明
残存高 ヘラ削 り

ナデ

ヘラ削り
ナデ

黄褐色
白つぽい

黄褐色
密 良

※ ( )内数値 は反転復元後の数値
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0                          10cm

―-39-―



表102区 出土土師器 杯 日杯蓋 日皿

霞響1暮留 出土地点 器種 種類 時 代
径
い

口
体

底径
(om)

器高
(om)

調  整 色  調

2区 b4
4A層 下

杯 土師器 188 不明
残存高

(32)
ナデ ナデ 不 明 淡橙色 橙 色 黄褐色 密 良

4
2区 b5

4Btt SK152
杯 土師器 (138) 不 明 妨⑭

ナ デ
すア
ー部ハク

不 明 黄褐色 黄褐色 窪 良

47
2区 b4
4A層 下

杯 土師器 (138) 不 明
残存高

(37)
ナデ
磨滅

ナデ
磨滅

不 明 淡橙色 淡橙色 暗橙色 癌 良

2区 a]
4B層 下

杯 土師器 (143) 不 明
残存高

(19)

ヘラ削 り
ナデ

ナ デ 黄褐色
貞萄色

(所々鉄分含 )

密 良

2区 a5
3Dtt SD130

杯 土師器 (141) 不 明
残存高
(18)

ア
釉

ア
施

ナデ
施釉

不 明 薄緑褐色 薄緑褐色 薄灰色 密 良

2区 b3
4A層 下

杯 土師器 4) 不 明
残存高 ナデ

ミガキ?
ナ デ 不 明 薄明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

51
2区 b5

,E面 3D層 下
杯 土師器 (146) 不 明

残存高

(15)
ナ デ ナデ (ミ ガキ? 不 明

(やや暗)
赤褐色 薄赤褐色

薄黒色
密 良

3C・ 4A面 杯 土師器 (151) (70) 41
ナデ
指 序 溝

ナデ ナデ 明赤褐色 薄明赤褐色 赤褐色 良

53 躯
面

杯 土師器 156 不 明
(42)

横ナデ 縦ナデ 明褐色 明褐色 明褐色 密

ｂ３

下躯蠅
杯 土師器 (156) 不 明

蜃各 局

(29)
ミガキ ヘラ凹線後ナデ

不 明 明赤褐色 薄明赤褐色 薄明赤褐色 密 良

2区 b4
4A層 下

杯 土師器 (156) 不 明 残存高 ナデ
ミガキ

ナデ、 ミガキ後
ナデ、H音紋

不 明 明赤褐色
赤褐色

明赤褐色 密 良

3C  4A面 杯 土師器 (164) (60)
残存高
(40) 痕

デ

圧

ナ

指
ナ デ ナ デ 薄明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色

179
2区 b5
4A擢 下

杯 土師器 (172) 不 明
残存高

(33)
ナ デ ナ デ 不 明 明赤褐色 自明赤褐色 赤褐色 良

5 躯
踊

b5

SK152
杯 土師器 (176) 不 明

残存高

(50)
ロクロナデ ロクロナデ 灰 色 灰 色 良

2区 b5
〕E面 3D層 下

杯 蓋 土師器 不 明
)ま み径

20
残存高

(14)
ナ デ ナデ 不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

2区 a5
4Btt SK235

杯義 土師器 不 明
つまみ宅 残存高

(145)
ナデ
ヘラ削り後ナデ

ナデ
ヘラ削り後ナデ

不 明 灰色
灰色

(やや薄 )

薄灰色

暗赤褐色
密 良

2区 b3
4A層 下

杯 土師器 不 明 (92)
残存高
(165)

ナデ ナ デ ナ デ 拐赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

2区 a3
4B層 下

杯 土師器 不 明 (94)
残存高

(105)
ナデ ナデ ナ デ 白色

極薄赤褐色

(ほぼ自色 )

極薄赤褐色

(ほぼ白色 )

良

2区  al
3E面 3D層 下

杯 土師器 不 明 (101)
残存高

(115)
ナ デ ナ デ チ ヂ 黒灰褐色 暗褐色 薄赤褐色 密 良

ｂ

面

区

４
杯 土師器 不 明 (105)

残存高
(11)

ナ デ 灰 自色 灰 自色 灰 白色 密 笛
軟

2,■   a5

4Btt SK235
杯 土師器 不 明 (144)

残存高

(135)
ナ デ ナ デ ナデ 明赤褐色

薄明赤褐色

肌色 に近い )

薄明赤褐色

:肌色 に近い )

密 良

躯
面

b4
pit212 杯 土師器 不 明 不 明 不 明 ナデ ナ デ ヘラ削 り

灰色

(やや暗 )

灰色

(やや暗)
灰 色 密 良

2区 b4
4A層 下

皿 土師器 (17 不 明
残存高

(255)
ナデ ナ デ 不 明

日つぼい

明赤褐色 赤褐色 赤褐色
密 良

躯
面

b3

っit224
皿 土師器 不 明

残存高

(175)
ナデ ナ デ 不 明 赤褐色 薄赤褐色 薄赤褐色 密 艮

2Cこ   b4

4A層 下
皿 土師器 (189) 不 明

残存高
(205)

ナデ ナ デ 不 明
灰色

(やや暗 )

灰色

(やや暗 )

灰 色 密 良

※ ( )内数値は反転復元後の数値
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図24 2区 出土土師器 高杯 日黒色土器 日瓦器 日陶磁器  (表 11)

表11 2区  出土土師器 高杯 日黒色土器 日瓦器 日陶磁器

塾
△ ｀ ミ ｀ ヽ 7

0                                              20cm 牙

一測
Ｓ
巧

録
号

登
番 出土地点 器種 種類 時代

径
耐

口
に

底径
(cm)

器高
(om)

調  整 色  調
冶■

2区  b5
4A層 下

高杯 土師器 (196) 不 明
残存高
(14)

削 り後ナデ ミガキ (暗紋 ) 不 明 明赤4FJ色
自つぽい

赤褐色
明赤褐色 密 良

2
2区 a2～ 3

4A層 下
高杯 土師器 (239) 不 明

晩 行 局

(12)
ミガキ

磨滅
ミガキ ?

肌色 肌色 薄肌色 密

3
2区 b4
4A層 下

高杯 土師器 (280) 不 明
療仔 員

(28)
ナデ

ナデ、口縁端部ヘ

ラで凹線後ナデ
不 明 薄明赤褐色 明赤褐色

明赤褐色

(やや薄 )

良

4
2区 b4
4A層 下

高杯 士師器 不 明 不 明 (06) ナ デ
ナデ
ー部ヘラで凹線

不 明 明赤褐色 薄明赤褐色 薄明赤褐色 密 良

5 3

ｂ４

Ｄ２２
躯
爾

高杯 土師器 不 明 不 明
残存高
(33)

ラヽ削り、ナデ
杯部ミガキ、暗叡

ナ デ 不 明 明赤褐色 薄黄褐色 明赤褐色 密 良

6 ａ
壁

区
北 高杯 土師器 膊Ｏ

不 明
及 任 局

(1l o)
ラ削 り (9面 |

ナデ 不 明 明赤褐色 赤褐色 明赤掲色 密 良

ｂ‐
陽

躯
面

高杯 土師器 不 明 (109) 残存高 ヘラミガキ 削り後ナデ 赤褐色 薄褐色 薄褐色 粗

8
2区 a7
3D面 椀 瓦 器 12/13C (146) 不 明

環作 局

(235)
ナデ ナデ 不 明 黒褐色 薄黒褐色 薄黄褐色 密 良

9
2区 b4・ 3

側溝
椀 瓦 器 (166) 不 明 赫⑭

ナ デ
ミガキ、日縁端

部ヘラで段
不 明 薄黒色 薄黒色

極薄灰色

(ほ ぼ自色 )
密 良

tO
ｂ

面

区

４
椀

黒色

土器
9/10C (158) 不 明

残 行 局

(86)
暦 顔

ミガキ?
ミガキ
スス付着

不 明 暗茶褐色 黒 色 黒色 密 良

11
2優] b5
4面 椀

無 色

土 器
(159) 不 明

頃イ子局

(42)
横ナデ

磨滅

ミガキ、暗紋
口縁端部横ナデ

淡橙色 黒 色
薄余色

(一部黒色 )
密 良

ａ５

Ｋ２３
躯
踊

椀
黒 色

土器
(170) 不 甥

残存高

(43)
ミガキ
削り後ナデ

ミガキ
□綴 器 蔀 汁 鶏

濤亦褐色

(口 縁黒色 )

黒色 薄赤褐色 密 良

ａ２

下区
醒

椀
色

器

黒

土 不 明
残存高
(11)

ナ デ ナ デ ナ デ 暗赤褐色 黒褐色 暗赤褐色 密 良

区

ＳＥ

２

面 椀 盤 近 世 不 明
残 IT局
(245)

ミガキ後施XIH、 染
付文様 (青色)有 ミガキ後施釉 ミガキ後施釉 極薄水色

(僅かに青み )

自色 致密 良

2区 b4
4A層 下

椀 陶器 (106) 不 明 鶏卿
ナ デ ナデ 不 明 淡橙黄色 密 良

ｂ

面

区

４
椀 灰 釉 不 明 鵜ｍ

ロクロナデ
釉付着

ロクロナデ
釉付着

黄

納

明

ぐ
ヽ
色

色

ブ

自

一

天白色、朔黄朔
リーブ色 (紬 )

灰 自色 協 良

17 31
2区 al～ 7

4B面
甕

色

器

黒

土
(126) 不 明

残存高

(35)
ナ デ ナ デ 不 明 黒 色

明赤褐色

(日 縁黒色 )

黒 色 良

※( )内数値は反転復元後の数値
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図25 2区 出土土師器 鍔甕 日上金 (表 12)

表12 2区  出土土師器 鍔甕 B土釜

、f⌒ rヽ __
デム   ヽ イ

=≡
≧

0                                              20cm

口
巧

銅

号 出土地点 器種 種類 時代
径
い

回
“

底径
(cm)

器高
(cm)

調  幕 色  調
冶圭

皮 部

1 19(暗渠)周英 土 釜 土師器 中世 (136) 不 明
残存高

(24)
ナデ ナ デ 不 明 薄黒色

極薄黄褐色

(ほ ぼ白色 )

極薄貢褐色

(ほ ぼ自色 )
密 良

2
2区 a2

3E面 3D層 下
土 釜 土師器 (266) 不 明

残存高

(27)

デ

滅

ナ
磨

デ

滅
ナ
磨 不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

3
2区 b2
4A面 鍔甕 土師器 8C～ (264) 不 明

残存高
(745)

ナ デ
指ナデ、横ナデ
ハケ

茶灰色 赤茶色 赤茶色 密

4
2区 b4・ 5

4Att SK152
鍔甕 土師器 (276) 不 明

残存局
(45)

横ナデ

横ハケ
慄 ア ア

横ハケ
不 切 赤褐色

赤褐色
(やや暗)

赤褐色 密

5
2区 b4・ 5

4Att SK152
鍔甕 土師器 (296) 不 明

残存高

(29)
ナ デ ナデ 不 明 赤褐色

赤褐色

(やや暗 )

明赤帽色 密 良

6
2区 a5

3Dtt SD129
鍔 霊 土師器

径
０

部

９

鍔
Ｑ 不 明

残存高

(14)
ナデ ナ デ 不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 雀 艮

7
2区 b4
4A層 下

鍔 甕 土師器
鍔都径
(296)

不 明
残仔滑

(57)

ハケ、ナデ
スス付着 痕

おア
圧

ナ

指 不 明 H害赤褐色 赤褐色 暗赤褐色 密 良

8
2区 b6
4B層 下

鍔 甕 土師器 (298)
不 明

(23)
ナデ ナデ後ハケ H音赤褐色 黒褐色

赤褐色

(やや暗 )

密 良

9
2区 b4
4A層 下

鍔甕 土師器 (280) 不 明
残仔肩
(60)

ナデ ナ デ 不 明 明赤褐色 赤褐色 明赤褐色 密 良

2区  a2～ 3

4A層 下
鍔篭 土師器 (312) 不 明

残存高
(42)

ナ デ 赤褐色 赤褐色 赤褐色 良

ｂ

面

区

４Ａ
鍔甕 土師器

鍔部径

(316)
不 明

残存高

(36)
ハ ク 横ナデ 薄焦げ茶色 簿焦 げ茶色 薄焦げ茶色 密 艮

ａ３

Ｋ２３
躯
踊

鍔甕 土師器
(342)

不 明
(37)

ナデ ハ ケ後ナデ ? 茶褐色 赤褐色 茶褐色 粗 艮

2区 b4
4A層 下

鍔甕 土師器
鍔都径

(340)
不 明

残存高

(29)
ナ デ

ナデ
指圧痕

不 明 暗赤褐色 茶褐色 赤褐色 蔭
粗

良

ｂ５

Ｋｌ５
躯
輌

鍔 甕 土師器
径

↓

部

ａ

鍔

０
不 明 鵜ｍ

ナデ ナ デ 茶褐色 茶褐色 良

―-42-―

※ ( )内数値は反転復元後の数値
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図26 2区―出土上師器 甕 (表13)
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表13 2区  出土土師器 甕

雲響1暮電 出土地点 器種 種類 時代
径
め

口
∝

底径
(cm)

高
い

器
“

調  整 色 調
冶ユ 完成

1

2区  b」

4A層 下
甕 土師器 不 明

残存高

(50)

ナデ
ハケロ

ナデ 不 明 明赤褐色
明赤褐色

(やや薄 )

明赤褐色 良

2
2区 b3

4Btt S(145
甕 土師器 (162) 不 明

残存高
(15)

ナデ

体部ハケ

ナデ、口縁部ハ
ケ後ナデ

不 明 暗赤褐色 薄赤褐色 薄赤褐色 密 良

3 295
2区  bl

4Att SK152
甕 土師器 (166) 不 明

娠

「

置

(64)
不 明 暗赤褐色 暗褐色 明赤褐色 良

ｂ４

下駆唖
甕 土師器 不 明

残 仔 局

(73)
凍 ア ア

ハケロ 指ナデ 不 明 淡橙色 暗橙色 H音橙色 密 良

5
ｂ

面

区

４
甕 土師器 不 明

残存高

(17)
横ナデ 横ナデ 薄褐灰色 淡橙色 淡橙色 密 農

6 19(暗渠)周 X 罷 土師器 (129) 不 明
残存高

(18)

デ

減

ナ

藩

デ

浦

ナ
藤 不 明 明赤褐色

明赤褐色

(やや薄 )
明赤褐色 密 良

7
2区 b4・ 5

4Att SK152
甕 土師器 不 明

残存高
ナ デ ナデ 不 明 赤褐色 薄赤褐色 赤褐色 密 良

8
2区 b5

4Bgtt sD234
甕 土師器 不 明 (40)

ナテ、回縁平坦部
ヘラ削 り後ナデ ナデ 不 明 明赤褐色 暗赤褐色 明赤褐色 良

9
2区 b5
4A層 下

甕 土師器 不 明
残存高

(60)
ナ デ ナ デ 不 明 赤褐色 明赤褐色 赤褐色 密 良

2区 b4
4Btt SD206

甕 土師器 不 明
残存高
(665)

ナ デ ナデ 不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密

2区 b4
4A層 下

甕 土師器 (182) 不 明
残存高
(25) 横ナデ ナデ 不 明 淡橙色 淡黄褐色 淡橙色 密 良

2区 b4
4A層 下

甕 土師器 不明
(32)

ナデ ナデ 不 明 明赤褐色 赤掲色 明赤褐色 箱 良

13 292
2区

4面柱穴列
甕 土師器 (190) 不明

残存高
(26)

ナ デ ナデ 不 明 赤褐色 暗赤褐色 赤褐色 良

14
2区 b3
4A層 下

甕 土師器 192 不 明
残存高

(72)
指ナデ 横ナデ 赤茶色 薄茶色 褐茶色 密

15
2区 b5
SK213

甕 土師器 不明
残存高
(62)

貢ナデ、 日縁端
横ナデ

月赤褐色 (部タ
勺に暗褐色 )

暗赤褐色 明赤褐色 密 良

2区 b4
4Btt SD154

甕 土師器 (222) 不 明
残存高

(18)
ナデ ナデ 不 明 黒褐色 黒褐色 明赤褐色 密 良

17
2区 b4
4A層 下

甕 土師器
頸部径

(211)
不 明

残存高

(47)

明
滅

不
磨

ナ デ 不 明 赤褐色 茶褐色 赤褐色 密 良

2区 b5
4面 養 土師器 136 不 明

残存高
(32)

褐橙色

褐色
暗褐色

灰色
暗褐色 密 良

ｂ５

下
区
媚

甕 土師器 (146) 不 明
残存高
(34)

ナデ ナデ 不 明 明灰色
灰 色

月Л魯 灰 色 粗 甘

2区  al
4B層 下

甕 土師器 不 明
残存高

(20)
ナデ
ミガキ?

ナデ
ミガキ?(磨滅

黄褐色 黄褐色 密

2Ett  b4

4Btt pit155
甕 土師器 古代 ? (162) 不 明

残存高
(35)

ナデ ナデ 黒褐色 黒褐色 赤褐色 粗 良

2区  a2～ 3

4A層 下
甕 土師器 9C (174) 不 明

残存高

(37)
横ナデ 横ナデ 焦げ茶色 焦げ茶色 赤茶色 密

2区 a2
48面 SK235

甕 土師器 (190) 不 明
残存高 ナ デ

ナデ

指圧痕
不 明 薄明赤褐色

明赤褐色
(やや薄)

明赤褐色 密 良

2区 a2・ 3

4A面下
甕 土師器 188 不 明

(48)
明
滅

不
磨

不明

磨滅
薄赤茶色 薄赤茶色

辱亦 余 色

(一部自灰色
粗 良

2区 b5
4AE3 SK151

甕 土師器 (188) 不 明
残存高

(40)
ナデ ナデ 赤褐色 薄黒褐色 薄黒褐色 密 良

2区 b4
4A層 下

甕 土師器 (242) 不 明
残存高
(25)

ナ デ ナ デ 不 明 明赤褐色 薄明赤褐色
明赤褐色

(やや薄 )

良

2区 b3
4A層 下

甕 土師器 (281) 不 明
療仔局

(325)
ナデ、 口縁平坦部
ヘラ削 り後ナデ

ケヽ後ナデ 不 明 黒褐色 薄黒褐色 明赤褐色 寝 良

2区  a2～ 3

4A層 下
甕 土師器 (227) 不 明

(27)
ナ デ

積ナデ
ミガキ

赤茶色 赤茶色 赤茶色 密 良

2区 b3
4A層 下

甕 土師器 (300) 不 明
残存高

(35)
ナデ ナデ 不 明 赤褐色 黒褐色 赤褐色 艮

2区  al
嘔面 3D層 下

甕 土師器 中世 (238) 不 明
残存高
(40)

ナ デ ナ デ 不 明 薄明赤褐色 薄明赤褐色 薄明赤褐色 密 良

※( )内数値は反転復元後の数値
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図27 2区 出土土師器 鉢 (表 14)

表14 2区  出土土師器 鉢

,ガニ〆):

口巧

録
号 出土地点 器種 種類 時代

径
ω

口
↑

径
耐

底
“

器高
(cm)

調  整 色  調
免】

! 242
ｂ

面

区

３Ｄ
鉢 土師器 (178) 不 明

残存高
(18)

ミガキ ミガキ 不 明 明赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

2
ｂ

面

区

３Ｄ 鉢 土師器 (196) 不 明
残存高
(38)

ナ デ ナデ 不 明 薄灰色 薄灰褐色 薄灰褐色 密 良

3
2区 b4
4A層 下

鉢 土師器 (250) 不 明
娠存信

(49)
ナデ ナデ 不 明 暗赤褐色 暗褐色 暗褐色 密 良

2優【  b6

4B層 下
鉢 土師器 (260) 不 明

残存高

(375)
ナデ ナデ ナデ 暗赤褐色 赤褐色 赤褐色 密 良

5 6
2区

4B面

b4
pit212 鉢 土師器 (168) 不 明 始⑫

ナデ、日縁端部
ヘラ削り

ナ デ 不 明 暗赤褐色 暗赤褐色 赤褐色 密 良

6
2区  b4・ 3

側溝
鉢 土師器 (237) 不 明

残存漏

(33)
ナ デ ナデ 不 明 暗赤褐色 暗赤褐色 赤褐色 密 良

7
2区 b3
4A層 下

鉢 土師器 (197) 不 明
残存稿

(24)

ナデ、日縁平坦

部ヘラ削 り
ナデ 不 明 暗赤褐色 明赤褐色 明赤褐色 密 良

8
2彊ζ  b3

4A層 下
鉢 土師器 (234) 不 明

残存高

(40)

ナデ、日縁平坦部
ヘラ削り後ナデ

ナ デ 不 明 赤褐色 黒褐色 赤褐色 密 良

9
2区 b5
4面 鉢 土師器 (346) 不 明 鵜ロ

ナ デ ケヽ後ナデ 暗赤褐色 薄茶褐色 暗赤褐色 密 良

2区  al
4B層 下

鉢 土師器 (343) 不 明
残存高

ナ デ ナ デ 不 明 褐色 薄褐色 褐色 密 良

11
区

面 鉢 上師器 (300) 不 明
(107)

体都ヘ ラ削 り ミガキ 不 明 暗赤褐色
黒つイよV

赤褐色
赤褐色 密 良

※ ( )内数値は反転復元後の数値
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第 4章 まとめ

以上のごとく、検出した各遺構面において、それぞれの所見を得ることができた。

大きく1区は 5面、 2区は 1区 より第 3遺構面が発達するため、掘削深度との関係からそれよ

り少なく、主だった面としては4面の調査となった。

中でも、特筆できるものに第 4遺構面の掘立柱建物群がある。これらは整地の分離から、大き

く3期に分けてとらえることができる。出土遺物からすれば全徳に長岡京期前後のものが目立つ

が、その存続時期は 7～ 10世紀にかけてと考えられる。その詳細は、 1区の須恵器杯で 7世紀初

め頃のものもあるが、連続性から言えば、 1区が相対に古 く、 7世紀中葉以降、 8世紀からは

1・ 2区両区で確認できるようになる。出土量からすれば、 8世紀末から9世紀中葉にかけての

ものがすこぶる顕著である。

最も古いと期は第 5層 の砂が微高地状に北西方向に張り出す 1区を中心に確認できるが、削平

がはなはだしい。掘方は一辺0.6m前後の長方形気味のもので、地形に合わせるためか北西一南東

方向に軸を振 り、柱間は1.5～2.3mで ある。

2・ 3期 はわずかに東に振る程度で、南北軸にそろう方形の掘方である。 2期は 3期 に比べ、

掘方は一辺0.6～0.8m前後と大きく、柱間は1.9～ 2.lmである。 2区の南東隅で検出した通 り柱に

は、同じ建築材を分けて礎板として用いる。この期の屋敷地の整地範囲は図にある通 り、南北65

mで東に拡がり、砂を主体とする。これに伴い、 1区では南・西を、 2区では北を区画する溝を

検出しており、最も深い 2区東西溝の東側では0.45mあ る。こうした溝は埋没後も同様な位置で

井戸・土坑・落ち込みといったものの掘返しがある。

3期は一辺0.6mやや小ぶりの掘方で、柱間は1.8～ 2.2mである。 2期の区画より、主に西辺を

10m程、張り出させて整地することで拡張する。これに伴う特徴は、 2区東側、整地区画の北西

隅において、軟弱な粘性の高い粘質シルトがベース面であったためか、 2期整地範囲の外縁に 5

～10mにわたって主に 8世紀の上師器・須恵器・瓦片を中心として、それらをバラス代わりに敷

いた状況で出上していることである。

このことから、初期の建物群は 2区までは広がらないことが分かり、それぞれ 1～ 3期に及ぶ

屋敷地の変遷を追える。 2・ 3期の間にも、 2期西辺両隅の溝上にも遺構が重なることから、

徐々に敷地を拡げていったことがうかがえる。センター調査分の第 4b面掘立柱建物はこの上部

で検出され、掘方内出土遺物から廃絶は 9世紀中頃である。今回調査分の掘方形状からも2期は

9世紀前半、 3期は 9世紀中葉～後葉を中心としたものと考えられる。また、 1期は整地土内出

土遺物より、8世紀後半を中心とするであろう。 (一瀬)

調査の実施及び報告書作成にあたっては、藤川富久子、中山陽子、上野恵己、岡村まり江、田之上裕子、小倉 勝、富

田卓見、奥村弥恵、澁谷裕美、大矢祐司、小野木ルリコ、高嶋千佳、田中真希代、松村祐香をはじめとする諸嬢 。諸氏の

協力を得た。
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図28 古代屋敷地範囲の変遷
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